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一般会計決算 不認定一般会計決算 不認定
平成24年度

5

8
対

９

定
月

例
会

　

平
成
25
年
度
第
９
回
定
例
会
は
、
９
月
17
日
か
ら
27
日
ま
で
の
11
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認

１
件
、
平
成
24
年
度
桑
折
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
を
は
じ
め

各
会
計
の
決
算
認
定
６
件
、
平
成
24
年
度
桑
折
町
水
道
事
業
会
計
未
処

分
利
益
剰
余
金
処
分
１
件
、
条
例
改
正
８
件
、
補
正
予
算
４
件
、
工
事

請
負
契
約
２
件
、
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
１
件
、
報
告
１
件
、
同

意
１
件
、
選
挙
１
件
、
意
見
書
提
出
３
件
の
計
29
件
。

　

一
般
会
計
決
算
は
不
認
定
と
な
っ
た
が
、
他
28
件
は
原
案
通
り
可

決
・
同
意
・
選
出
し
た
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
決
算

額
79
億
６
，
2
7
0
万
５
千
円
、
歳

出
決
算
額
74
億
８
，
2
0
2
万
２
千

円
と
な
り
、
差
引
残
額
は
４
億
８
，

《
歳　

入
》　

予
算
現
額
に
対
し
て
33

億
9
8
5
万
円
、率
に
し
て
29
・
４
％

の
減
と
な
っ
た
。

○

収
入
増
の
主
な
も
の

・
地
方
交
付
税　

２
億
75
万
９
千
円

・
町
税　
　

３
，
2
4
6
万
６
千
円

・
諸
収
入　

１
，
5
3
2
万
３
千
円

●

収
入
減
の
主
な
も
の

・
県
支
出
金　

32
億
２
，
5
1
0
万
８
千
円

・
繰
入
金１

億
７
，
5
5
1
万
２
千
円

0
6
8
万
３
千
円
と
な
っ
た
が
、
繰

越
明
許
費
繰
越
額
９
，
9
3
0
万
７

千
円
と
事
故
繰
越
額
２
，
4
2
8

万
６
千
円
を
差
し
引
い
た
３
億
５
，

7
0
9
万
円
が
実
質
残
額
と
な
っ
た
。

こ
の
額
の
う
ち
２
億
円
を
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
、
残
額
１
億
５
，

7
0
9
万
円
が
翌
年
度
に
繰
越
処
理

さ
れ
た
。

・
国
庫
支
出
金１

億
３
，
4
6
4
万
円

・
町
債　
　
　
　

１
，
9
6
0
万
円

・
地
方
譲
与
税　

8
4
1
万
１
千
円

《
歳　

出
》　

翌
年
度
へ
の
繰
越
予
算

額
を
除
い
て
予
算
執
行
率
95
・
８
％

と
ほ
ぼ
計
画
通
り
執
行
さ
れ
た
。

○

執
行
し
た
主
な
事
業

・
放
射
性
物
質
の
除
染
業
務

・
被
災
家
屋
等
解
体
処
理
事
業

・
一
部
損
壊
住
宅
修
繕
事
業

・
原
発
事
故
対
策
事
業

・
災
害
復
旧
事
業

・
健
康
増
進
事
業

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

・
道
水
路
改
良
新
設
事
業

・
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

・
子
育
て
支
援
事
業

・
文
化
財
保
存
整
備
事
業

※ 

予
算
の
執
行
に
あ
た
り
、
可
能
な

限
り
国
及
び
県
等
か
ら
特
定
財
源

の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
経
費
の

節
減
合
理
化
等
経
常
経
費
の
抑
制

を
図
り
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

ら
れ
た
。

決

算

の

概

要

歳入 79 億 6,270 万 5千円

歳出 74 億 8,202 万 2千円

※％は総額に占める
　構成比。
※（　）内は
　前年度増減額。

議会費
8,788万円 1.2％
（－1,503万円）総務費

12億1,240万円
16.2％
（＋2億8,976万円）

民生費
10億5,605万円
14.1％
（－1,583万円）

衛生費
5億3,062万円 7.1％
（+3,139万円）

農林水産業費
2億2,476万円 3.0％
（+5,806万円）

商工費
5,838万円 0.8％
（－718万円）

土木費
4億4,906万円 6.0％（－1億8,621万円）

消防費
24億7,389万円
33.1％
（＋16億5,203万円）

公債費
4億4,797万円 6.0％
（＋711万円）

災害復旧費
3億7,770万円 5.0％
（－1億7,482万円）

教育費
5億6,332万円 7.5％
（－186万円）

町税
13億1,757万円
 16.5％
（－3,083万円）

寄附金 636万円 0.1％（－3,425万円）
財産収入 367万円 0.0％（－76万円）

使用料及び手数料 5,780万円 0.7％（+51万円）
分担金及び負担金 7,461万円 0.9％（－170万円）

繰入金 2億5,341万円 3.2％（+2億1,513万円）
繰越金 3億2,091万円 4.0％（＋1,280万円）
諸収入 8,603万円 1.1％（－1,671万円）

地方譲与税 8,490万円 1.1％（－612万円）
利子割交付金 265万円 0.0％（－49万円）
配当割交付金 155万円 0.0％（+14万円）
株式等譲渡所得交付金 36万円 0.0％（+7万円）

地方消費税交付金 1億1,336万円 1.4％（－18万円）
自動車取得税交付金 2,362万円 0.3％（+904万円）

地方特例交付金 487万円 0.1％（－1,596万円）

地方交付税
19億4,813万円 24.5％
（－2億7,587万円）

交通安全対策特別交付金
220万円 0.0％
（+17万円）

国庫支出金
8億2,425万円 10.4％
（+6,979万円）

県支出金
25億4,505万円 
32.0％
（+16億349万円）

町債
2億9,140万円 3.7％
（－4,090万円）

自主
財源

依存
財源

歳出

歳入 79億6,270万5千円

74億8,202万2千円
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総 括 質 疑総 括 質 疑

平成24年度一般会計

閉
館
中
の
中
央
公
民
館
は

ど
う
な
る

問　

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め

に
中
央
公
民
館
を
解
体
し
、
子
ど
も

元
気
復
活
交
付
金
の
活
用
に
よ
り
屋

内
プ
ー
ル
と
屋
内
運
動
施
設
の
建
設

に
む
け
て
の
取
り
組
み
は
。

答　

町
長　

子
ど
も
元
気
復
活
交
付

金
を
活
用
し
、
と
り
わ
け
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
環
境
、

ま
た
屋
内
運
動
施
設
に
あ
っ
て
は
、

運
用
面
で
中
央
公
民
館
の
大
ホ
ー
ル

と
し
て
の
活
用
と
、
貸
し
館
的
ス

ペ
ー
ス
も
整
備
し
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

ゾ
ー
ン
と
し
整
備
し
て
い
く
。

防
火
貯
水
槽
を

除
染
対
象
に
す
べ
き

問　

防
火
貯
水
槽
を
除
染
実
施
の
対

象
に
す
べ
き
と
の
議
会
要
望
を
し
て

き
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

答　

町
長　

「
防
火
水
槽
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
公
共
性
、
重
要
性
に
も

鑑
み
、
一
定
程
度
の
放
射
性
物
質
を

含
む
汚
泥
が
一
定
の
深
さ
で
堆
積
し

て
お
り
、
放
水
時
に
外
部
に
飛
散
さ

れ
る
と
判
断
さ
れ
る
等
の
場
合
は
、

汚
泥
の
除
去
を
可
能
と
す
る
。」と
い

う
協
議
結
果
が
環
境
省
よ
り
通
知
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
町
内
74
基
の
流
水

を
取
り
入
れ
た
防
火
水
槽
を
対
象
に

調
査
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
況
に
即
し
た防

犯
灯
を

問　

24
年
度
防
犯
灯
の
設
置
は
８
基

で
あ
っ
た
。
要
望
は
そ
れ
を
上
回
っ

て
い
る
が
毎
年
実
状
は
伴
わ
な
い
。

現
況
に
即
し
た
対
応
を
ど
の
よ
う
に

指
導
さ
れ
、
ま
た
可
否
の
公
平
性
を

ど
う
評
価
す
る
の
か
。
要
望
先
へ
の

設
置
可
否
に
つ
い
て
も
説
明
と
情
報

の
公
開
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

町
長　

要
望
に
伴
わ
な
い
現
状

は
承
知
し
て
い
る
。
防
犯
灯
は
犯
罪

抑
止
面
か
ら
も
有
効
だ
。
一
方
で
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
防
犯
協
会
・
町

内
会
と
の
現
場
確
認
し
な
が
ら
可
否

の
決
定
を
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

今
後
年
次
計
画
で
増
数
を
検
討
す
る
。

公
平
性
を
保
つ
た
め
設
置
要
項
を
作

成
中
で
あ
る
。
可
否
の
結
果
に
つ
い

て
も
報
告
す
る
。

火
葬
場
利
用
の公

平
性
を

問　

町
内
火
葬
場
は
平
成
22
年
度
よ

り
使
用
頻
度
が
高
く
な
っ
た（
伊
達

市
合
併
に
よ
る
）。
町
内
利
用
者
が

他
施
設
で
火
葬
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

例
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
際
の
経

費
は
実
費
で
あ
る
。
し
か
し
伊
達
市

は
斎
場
条
例
改
正
及
び
協
議
会
規
約

の
変
更
で
、
国
見
町
は
補
助
金
条
例

対
応
で
実
質
無
料
で
あ
る
。
痛
み
の

あ
る
時
こ
そ
利
用
者
へ
の
公
平
性
を

講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　

町
長　

一
部
利
用
に
支
障
が
出

て
い
て
い
る
現
状
だ
。
等
し
く
町
民

が
公
平
公
正
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

火
葬
に
付
す
べ
く
経
費
に
限
っ
て
無

料
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

メ
ン
タ
ル
研
修
は

活
か
さ
れ
て
い
る
か

問　

震
災
復
興
の
た
め
職
員
の
事
務

執
行
量
は
相
当
増
え
、
過
度
の
ス
ト

レ
ス
等
を
抱
え
て
い
る
職
員
も
い
る

と
思
う
。
町
独
自
の「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
研
修
会
」
を
震
災
後
、
継
続
し

て
実
施
し
て
い
る
が
、
職
場
で
ど
の

よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

町
長　

肉
体
的
、
精
神
的
な
負

担
を
い
か
に
解
消
す
る
か
研
修
会
を

実
施
し
て
お
り
、
職
場
内
で
お
互
い

の
行
動
を
察
知
し
な
が
ら
共
有
を
図

り
、
忙
し
い
中
に
あ
っ
て
も
有
給
休

暇
、
振
替
休
日
を
有
効
に
活
用
、
ス

ト
レ
ス
等
を
拡
大
さ
せ
な
い
環
境
を

作
っ
て
い
る
。

会
計
処
理
の

誤
り
に
対
す
る
対
処
は

問　

長
と
し
て
今
回
の
ミ
ス
を
ど
う

捉
え
対
処
し
た
の
か
。
ま
た
、
各
課

に
対
し
て
の
再
発
防
止
策
は
。

答　

町
長　

会
計
処
理
上
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
事
態
で
あ
る
。
再
発
防
止

の
徹
底
を
原
因
究
明
を
し
な
が
ら
対

処
し
た
、
最
終
責
任
者
と
し
て
の
監

督
不
行
き
届
き
の
点
、
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
る
。
担
当
者
か
ら
事
実

関
係
の
詳
細
な
説
明
を
求
め
、
顛
て
ん
ま
つ末

に
つ
い
て
は
書
面
で
も
っ
て
提
出
し

て
も
ら
い
、
厳
重
に
口
頭
で
注
意
を

し
た
。
今
後
、
組
織
と
し
て
課
内
に

お
い
て
も
再
発
防
止
と
緊
張
感
を
失

う
こ
と
な
く
職
務
に
あ
た
る
確
認
を

し
た
。

充
実
し
た
生
涯
学
習
と
は

問　

価
値
観
が
多
様
化
す
る
な
か
、

「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
に

で
も
」
学
習
機
会
を
保
障
す
る
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
の
中
央
公
民
館

へ
の
考
え
は
。

答　

町
長　

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
活
発

に
な
る
と
は
思
え
な
い
。
人
員
配
置

も
含
め
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
考
え
て

い
く
。
各
団
体
の
意
見
も
調
査
す
る
。

渡

邉

英

直

議
員

羽
根
田
八
千
代

議
員

佐

藤

武

朗

議
員

川

名

静

子

議
員

平成 24年度　財政健全化・経営健全化の判断比率表

○一般会計

健全化判断比率 平成 24 年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― 15.00％ 20.00％

連結実質赤字比率 ― 20.00％ 30.00％

実質公債費比率 11.9％ 25.00％ 35.00％

将 来 負 担 比 率 41.3％ 350.00％

○水道事業会計及び公共下水道事業会計

比 率 名 平成 24 年度 経営健全化基準

資 金 不 足 率 ― 20.00％

　・いずれも国の基準を下回っており、健全性は保たれている状況です。

　・健全化判断比率の実質赤字比率、連結実質赤字比率、および資金不足比率は、

　　赤字や資金不足になっていないために「－」で記載しています。 

平
成
24
年
度
決
算
審
査
意
見

は
、
自
主
財
源
が
26
・
６
％
で
前
年

を
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
依
存

財
源
が
73
・
４
％
で
前
年
よ
り
３
・

９
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
た
。
そ
の
要
因

は
、
放
射
能
除
染
対
策
等
関
係
で
、

県
支
出
金
が
、
前
年
よ
り
37
・
０
％

上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
言
え

よ
う
。

　

ま
た
、
一
般
財
源
の
大
き
な
も
の

の
推
移
を
み
る
と
、
町
税
で
は
、
前

年
よ
り
３
，
0
8
3
万
3
千
円
、
２
・

３
％
減
額
に
な
り
、
地
方
交
付
税

に
お
い
て
も
、
前
年
よ
り
2
億
7
，

5
8
7
万
1
千
円
、
12
・
４
％
減
額

に
な
っ
た
。
今
後
も
、
一
般
財
源
の

大
き
な
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
今
後
と
も
、

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
復
興
事
業
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴

う
放
射
能
除
染
対
策
等
事
業
、
ま
た
、

益
々
多
様
化
す
る
行
政
需
要
、
老
朽

施
設
の
建
替
え
、
改
修
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
桑

折
町
総
合
計
画「
復
興
こ
お
り
創
造

プ
ラ
ン
」
に
添
い
、
着
実
で
効
率
的

な
予
算
の
執
行
に
徹
し
、
更
な
る
町

勢
の
発
展
と
住
民
の
福
祉
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　
　

桑
折
町
監
査
委
員

　

石　

幡　

邦　

弘

平　

井　

光　

一

　

審
査
に
付
さ
れ
た
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入

歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収

支
に
関
す
る
調
書
、
財
産
に
関
す
る

調
書
は
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
基
づ

き
作
成
さ
れ
、
計
数
等
も
こ
れ
ら
諸

帳
簿
と
合
致
し
て
お
り
、
ま
た
、
事

務
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
も
、
事
業

量
の
総
量
が
増
加
し
て
い
る
中
に

あ
っ
て
、
放
射
性
物
質
除
染
対
策
等

事
業
及
び
復
旧
復
興
対
策
事
業
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
全
体
的

に
み
て
、
お
お
む
ね
一
定
の
成
果
は

あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
会
計
処
理
に
つ
い
て
、
一

般
会
計
に
お
い
て
、
収
入
事
務
の
取

り
扱
い
に
誤
り
が
あ
っ
た
も
の
、
介

護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
、
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
減

免
措
置
が
漏
れ
た
も
の
が
見
受
け
ら

れ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
決
算
状
況
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
は
、

歳
入
歳
出
と
も
、
昨
年
度
同
様
、
前

年
度
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
そ
の
要

因
は
、
東
日
本
大
震
災
復
旧
及
び
放

射
能
除
染
対
策
関
係
収
支
が
、
歳
入

で
は
全
体
の
41
・
２
％
、
歳
出
で
は

42
・
９
％
を
占
め
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
言
え
よ
う
。
平
年
ベ
ー
ス
で
は
、

歳
入
で
は
３
・
３
％
、
歳
出
で
は
１
・

２
％
前
年
を
下
回
っ
た
。

　

自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
構
成
比
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な
ぜ
繰
上
げ
償
還

し
な
い
か

問　

基
金
繰
入
額
２
億
円
と
し
て
い

る
が
、
類
似
団
体
で
は
繰
上
償
還
し

て
い
る
。
当
町
は
な
ぜ
返
済
金
に
回

さ
な
い
の
か
。
ま
た
、
不
用
額
の
３

億
２
，
8
1
0
万
円
の
一
部
が
実
質

収
支
額
と
す
る
な
ら
ば
、
や
る
べ
き

事
務
事
業
を
果
た
さ
な
か
っ
た
の
で

は
。

　

な
お
、
繰
上
償
還
す
る
場
合
の
条

件
整
備
が
無
理
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
。

答　

町
長　

努
力
し
た
結
果
の
不
用

額
で
あ
る
。
ま
た
、
繰
上
償
還
す
る

場
合
は
財
政
計
画
の
見
直
し
等
が
求

め
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
も
借

換
え
債
等
で
対
応
し
た
。

事
務
ミ
ス再

発
防
止
策
を

問　

町
長
は「
人
材
育
成
基
本
方

針
」
を
早
期
に
策
定
す
る
べ
き
で
あ

る
。
懲
罰
対
象
者
は
職
員
録
に
記
録

し
、
公
平
・
公
正
な
評
価
を
す
べ
き
。

尚
、
事
務
ミ
ス
再
発
防
止
策
と
し
て

「
事
務
ミ
ス
記
録
簿
」を
設
置
し
、
全

員
で
共
通
認
識
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

問
題
は
管
理
者
の
管
理
指
導
力
が
求

め
ら
れ
る
。

答　

町
長　

「
人
材
育
成
基
本
方
針
」

は
早
期
に
策
定
す
る
。
人
事
評
価
制

度
の
導
入
は
検
討
中
で
は
あ
る
が
、

大
変
難
し
い
。
な
お
、
事
務
ミ
ス
記

録
簿
作
成
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

防
火
用
貯
水
槽
の
除
染
は

問　

３
月
26
日
環
境
省
へ
防
火
用
貯

水
槽
も
除
染
の
対
象
と
な
る
よ
う
要

望
書
を
提
出
し
、
福
島
環
境
再
生
事

務
所
よ
り
、
貯
水
槽
の
汚
染
土
砂
の

処
理
方
法
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
回

答
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
。

答　

町
長　

９
月
24
日
環
境
省
よ
り

「
原
発
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
へ
の
対

処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基
づ

く
除
染
等
の
措
置
の
対
象
は
４
つ
の

条
件
を
満
た
す
場
合
と
し
、
可
否
判

断
は
環
境
省
と
の
協
議
事
項
と
す
る
。

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
火
用
貯

水
槽
は
対
象
と
な
る
。

東
京
電
力
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
は

問　

東
電
に
23
年
度
水
道
事
業
の
逸

失
利
益
な
ど
約
３
，
0
7
7
万
円
の

支
払
い
を
求
め
原
発
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
和
解

仲
介
の
手
続
き
を
申
し
立
て
た
が
、

県
内
各
自
治
体
で
初
で
評
価
す
る
。

東
電
と
合
意
で
き
た
の
は
、
水
道
検

査
費
用
23
万
３
千
円
、
粉
末
活
性
炭

注
入
機
8
5
0
万
６
千
円
、
合
計
金

額
8
7
3
万
９
千
円
と
な
る
。
24
年

10
月
５
日
、
一
般
会
計
関
係
請
求
金

額
９
，
5
9
7
万
３
千
円
に
対
し
て

協
議
に
つ
い
て
な
い
と
の
こ
と
だ
が

今
後
の
対
応
は
。

答　

町
長　

当
面
、
県
並
び
に
他
市

町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対
応
す

る
。

高
齢
者
福
祉
の
向
上
は

問　

高
齢
者
の
福
祉
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

町
長　

大
変
重
要
な
問
題
で
社

会
が
共
に
さ
さ
え
あ
い
、
等
し
く
豊

か
な
生
活
を
し
て
頂
く
た
め
に
も
、

政
治
が
機
能
を
果
た
し
、
し
っ
か
り

と
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。
高
齢
者

に
は
元
気
で
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
予
防
介
護
や
、
検

診
に
よ
り
早
期
発
見
に
努
め
て
い

る
。
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
に
は
、

し
っ
か
り
と
社
会
保
障
を
し
て
い
る
。

高
齢
者
の

生
き
が
い
づ
く
り
は

問　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
元
気

に
長
生
き
し
て
頂
く
こ
と
が
、
町
財

政
に
プ
ラ
ス
に
な
り
、
本
人
も
生
き

が
い
を
持
て
る
の
で
は
な
か
、
高
齢

者
が
農
業
で
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
は
。

答　

町
長　

元
気
に
生
活
し
て
頂
く

こ
と
が
本
人
に
と
っ
て
も
生
き
が
い

を
感
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
高
齢
者
に

も
社
会
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
維
持
の
た
め
に
も
働
い
て
頂
く

こ
と
を
願
う
。
経
験
と
知
識
を
生
か

せ
る
場
を
提
供
し
本
町
の
更
な
る
発

展
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

６
，
５
０
０
万
円
で

再
オ
ー
プ
ン
を

問　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
な
さ
れ

た
中
央
公
民
館
耐
震
改
修
工
事
の
設

計
委
託
料
並
び
に
、
同
設
計
価
格
は

い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
か
。
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
費
用
２
，
０
６
３
万
円
を

加
算
し
、
約
６
，
５
０
０
万
円
で
工

事
を
施
工
し
、
中
央
公
民
館
を
再

オ
ー
プ
ン
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答　

町
長　

当
初
は
耐
震
と
災
害
復

旧
の
み
の
計
画
だ
。
そ
の
後
ア
ス
ベ

ス
ト
発
見
に
よ
り
改
修
予
算
を
積
算

し
、
１
億
円
以
上
と
な
っ
た
の
で
解

体
方
針
に
転
換
し
た
。

町
内
会
の
協
力

議
会
提
言
か
ら
教
訓
を

問　

仮
置
き
場
確
保
の
際
、
町
内
会

に
協
力
申
し
入
れ
を
行
い
、
他
市
町

村
に
先
駆
け
て
必
要
面
積
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
の
こ
と
を
提
言
し
た
議
会
が
、

復
興
プ
ラ
ン
を
支
持
し
、
仮
置
き
場

確
保
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
た
こ
と

か
ら
教
訓
を
く
み
取
る
べ
き
だ
。

答　

町
長　

町
内
会
の
協
力
に
よ
っ

て
仮
置
き
場
確
保
が
前
進
し
た
こ
と

は
ご
指
摘
の
通
り
で
あ
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
。
付
属
資
料
に
記
載

す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
議
会
の
ご

支
援
に
対
し
て
も
敬
意
を
表
す
る
次

第
だ
。

斉

藤
　

謙

議
員

岩

﨑

久

男

議
員

斎

藤

松

夫

議
員

平

井

國

雄

議
員

　

平
成
24
年
度
の
予
算
執
行
は
、
復

興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
き
、

復
興
に
向
け
て
積
極
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
た
年
で
あ
り
、
高
く
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
央
公
民
館
耐

震
改
修
工
事
費
４
，
５
０
０
万
円
は

未
執
行
と
な
り
、
中
央
公
民
館
解
体

方
針
が
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
の
問
題

点
は
質
疑
で
明
ら
か
に
し
た
こ
の
一

点
を
理
由
と
し
て
、
残
念
だ
が
、
日

本
共
産
党
議
員
団
と
し
て
一
般
会
計

決
算
認
定
に
反
対
の
態
度
を
と
る
。

　

「
除
染
な
く
し
て
復
興
な
し
」
の

決
意
の
も
と
、
24
年
度
の
決
算
内
容

に
あ
っ
て
は
、
町
内
会
ま
た
町
内
会

長
の
努
力
と
協
力
の
も
と
、
そ
の
初

年
度
と
し
て
成
果
を
上
げ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
除
染
関
係

予
算
の
繰
越
し
こ
そ
あ
っ
た
が
、
適

正
に
執
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
24

年
度
決
算
認
定
に
賛
成
す
る
。

　

今
回
監
査
委
員
か
ら
３
つ
の
事
項

を
指
摘
さ
れ
た
（
一
つ
は
介
護
保
険

特
別
会
計
）。
事
実
関
係
を
明
確
に

し
、
文
書
で
も
っ
て
厳
重
注
意
の
処

理
を
し
た
と
の
事
。
軽
微
な
ミ
ス
だ

と
し
て
も
対
処
方
法
に
よ
っ
て
は
今

後
の
事
務
に
危
惧
の
念
を
抱
か
せ
容

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら

反
対
す
る
。
町
民
に
迷
惑
を
か
け
る

ば
か
り
か
、
役
場
へ
対
す
る
町
民
の

信
頼
も
失
わ
れ
て
い
く
。
震
災
以
来
、

各
課
と
も
膨
大
な
事
務
、
突
然
に
出

る
事
業
に
も
休
日
を
返
上
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
も
承
知
し
て
る
の

で
、
中
味
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
今
後
共
、
町
民
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
役
場
で
あ
る
こ
と
を
望
む
。

　

事
務
的
処
理
に
問
題
が
あ
っ
た
も

の
の
各
課
状
況
を
直
視
し
、
特
に
除

染
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ま
れ
た
。

今
後
と
も
事
務
の
効
率
的
執
行
と
復

興
を
加
速
さ
せ
る
施
策
と
町
民
に
活

力
を
与
え
ら
れ
る
具
体
策
、
子
供
元

気
復
活
交
付
金
事
業
推
進
を
望
む
。

同
時
に
、
そ
の
推
進
は
学
校
等
公
共

施
設
等
の
再
編
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
よ
り
公
共
施
設
の
総
量
縮
減
に
つ

な
が
る
有
効
な
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
の

核
と
な
る
。
将
来
に
負
荷
で
は
な
く

生
き
抜
く
力
・
循
環
型
福
祉
財
政
だ
。

更
な
る
情
報
共
有
と
公
開
・
財
源
確

保
に
努
め
ら
れ
町
民
に
寄
り
添
っ
た

町
政
を
望
む
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に

つ
い
て
は
、
概
ね
承
認
で
き
る
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
24
年

度
の
中
央
公
民
館
関
連
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
進
め
方
等
も
含
め
、
ま
だ

ま
だ
議
会
と
も
協
議
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
残
念
な
が

ら
事
務
執
行
に
関
し
て
は
納
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計

決
算
認
定
に
対
し
て
は
反
対
の
表
明

を
す
る
。

　

「
復
興
元
年
」
と
位
置
付
け
「
復

興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な

推
進
に
よ
る
復
旧
・
復
興
に
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
た
と
評
価
す
る
。

　

今
後
も
、
被
災
状
況
下
に
お
い
て

刻
一
刻
と
変
化
す
る
情
勢
や
国
・
県

の
対
応
を
注
視
し
、
取
り
巻
く
環
境

や
町
民
意
向
に
的
確
に
対
応
し
た

「
復
興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
」
の
推

進
と
「
子
ど
も
元
気
復
活
交
付
金
」

を
活
用
し
た
「
屋
内
プ
ー
ル
及
び
屋

内
遊
び
場
」
建
設
推
進
を
強
く
望
み

賛
成
討
論
と
す
る
。

　

「
除
染
な
く
し
て
復
興
な
し
」
除

染
作
業
は
、
全
町
民
一
丸
と
な
っ
て
、

各
町
内
会
長
、
町
職
員
の
努
力
に
よ

り
、
除
染
は
他
の
町
に
見
ら
れ
な
い

進
捗
状
況
で
進
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
一
般
会
計
認
定

に
関
し
て
は
、
町
民
プ
ー
ル
の
仮
置

場
へ
の
転
用
の
際
の
説
明
不
足
、
中

央
公
民
館
を
解
体
し
て
屋
内
温
水

プ
ー
ル
建
設
な
ど
不
明
瞭
、
説
明
不

足
な
ど
、
中
央
公
民
館
関
連
決
算
に

つ
い
て
は
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な

い
、
よ
っ
て
反
対
す
る
。

　

事
務
事
業
に
関
し
て
は
一
定
の
評

価
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
審
査
意

見
書
で
３
件
の
事
務
ミ
ス
に
関
す
る

指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
問
題
に
つ
い
て

は
、
一
般
質
問
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
旦
白
紙
に
戻
し
、
再
度
議
会

と
充
分
協
議
し
た
上
で
次
年
度
の
申

請
と
す
べ
き
と
申
し
上
げ
た
が
、
残

念
な
が
ら
町
長
は
現
在
の
ま
ま
進
め

る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
議

会
決
議
を
無
視
し
た
ま
ま
承
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
の
判
断
か
ら
、

反
対
と
す
る
。

斎

藤

松

夫

議員

反対

討　

論

渡

邉

英

直

議員

賛成

羽
根
田
八
千
代

議員

賛成

川

名

静

子

議員

反対

佐

藤

武

朗

議員

反対

佐

藤

榮

三

議員

反対

斉

藤
　

謙

議員

反対

原
　

賢

志

議員

賛成

平
成
24
年
度

一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
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《
歳
入
決
算
額
》

16
億
３
，
２
２
１
万
３
千
円

《
歳
出
決
算
額
》

15
億
３
，
２
６
５
万
２
千
円

《
差
引
剰
余
金
全
額
翌
年
度
に
繰
越
》

※ 

実
質
収
支
９
，
９
５
６
万
１
千
円

か
ら
前
年
度
の
繰
越
金
１
億
２
９

４
万
６
千
円
を
減
じ
た
実
質
単
年

度
収
支
で
は
、
３
３
８
万
５
千
円

の
赤
字
と
な
っ
た
。

《
決
算
の
概
要
》

・ 

歳
入
は
予
算
現
額
に
対
し
５
，
７

４
６
万
円
、
率
に
し
て
３
・
６
％

増
で
主
な
も
の
は
、
国
・
県
支
出

金
及
び
療
養
給
付
費
等
の
交
付
金

の
増
で
あ
る
。

・ 

歳
出
は
予
算
現
額
に
対
し
４
，
２

１
０
万
２
千
円
の
残
と
な
り
、
執

行
率
は
97
・
３
％
で
、
主
な
も
の

は
保
険
給
付
費
10
億
３
０
４
万
２

千
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
１

億
７
，
９
４
４
万
９
千
円
、
介
護

納
付
金
７
，
７
０
７
万
７
千
円
で
、

全
体
の
82
・
２
％
を
占
め
た
。

《
国
保
事
業
の
運
営
》

　

早
期
受
診
や
健
康
づ
く
り
の
啓
発

に
努
め
、
被
保
険
者
の
疾
病
予
防
の

推
進
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
費
の
適

正
化
と
国
保
税
の
収
納
率
向
上
に
努

め
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
力
し
た
。

《
歳
入
決
算
額
》

１
億
４
，
８
１
６
万
８
千
円

《
歳
出
決
算
額
》

１
億
４
，
８
０
１
万
８
千
円

《
差
引
剰
余
金
全
額
翌
年
度
に
繰
越
》

15
万
円

《
決
算
の
概
要
》

・ 

歳
入
予
算
現
額
に
対
し
50
万
４
千

円
の
減
と
な
っ
た
。
主
な
も
の
は
、

繰
入
金
で
あ
る
。

・ 

歳
出
は
、
予
算
現
額
に
対
し
65
万

５
千
円
の
残
と
な
り
、
執
行
率
は

99
・
６
％
で
あ
る
。
主
な
も
の
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
１
億
３
，
２
４
６
万
１
千
円
で

全
体
の
89
・
５
％
を
占
め
た
。

《
歳
入
決
算
額
》

11
億
９
，
９
４
２
万
８
千
円

《
歳
出
決
算
額
》

11
億
９
，
８
５
５
万
３
千
円

《
差
引
剰
余
金
全
額
翌
年
度
に
繰
越
》

87
万
５
千
円

《
決
算
の
概
要
》

・ 
歳
入
は
予
算
現
額
に
対
し
２
，
５

５
３
万
４
千
円
の
減
で
主
な
も
の

は
繰
入
金
及
び
保
険
料
で
あ
る
。

・ 

歳
出
は
、
予
算
現
額
に
対
し
２
，

６
４
０
万
８
千
円
の
残
と
な
り
、

執
行
率
は
97
・
８
％
で
、
主
な
も

の
は
保
険
給
付
費
11
億
１
，
２
０

２
万
４
千
円
で
、
前
年
度
対
比
８
，

５
４
４
万
９
千
円
、率
に
し
て
８
・

３
％
の
増
と
な
っ
た
。

《
歳
入
決
算
額
》

３
億
５
，
４
８
５
万
４
千
円

《
歳
出
決
算
額
》

３
億
４
，
４
７
８
万
６
千
円

《
差
引
剰
余
金
全
額
翌
年
度
に
繰
越
》

１
，
０
０
６
万
８
千
円

《
決
算
の
概
要
》

　

歳
入
予
算
現
額
に
対
し
て
３
９
３

万
５
千
円
の
増
、
歳
出
予
算
現
額
に

対
し
て
６
１
３
万
３
千
円
の
残
と
な

り
98
・
３
％
の
執
行
率
と
な
っ
た
。

　

整
備
面
積
は
１
・
１
ha
で
あ
り
、

そ
の
結
果
平
成
24
年
度
末
の
供
用
開

始
面
積
は
１
３
９
・
４
ha
と
な
り
年

度
末
人
口
水
洗
化
率
89
・
０
％
と

な
っ
た
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
は
、
給
水
人

口
が
１
万
１
，
9
7
2
人
、
年
間
有

収
水
量
は
1
2
1
万
２
，
4
0
7
㎥
、

有
収
率
は
85
・
１
％
で
す
。
前
年
度

対
比
給
水
人
口
2
1
6
人
増
、
年
間

有
収
水
量
９
，
5
7
7
㎥
増
、
有
収

率
３
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。

《
収
益
的
収
支
》

・
収
入　
　

３
億
４
，
3
0
3
万
円

・
支
出　
　

３
億
9
9
7
万
１
千
円

・
純
利
益　

２
，
9
1
1
万
２
千
円

《
資
本
的
収
支
》

・
収
入　
　

７
，
2
3
7
万
６
千
円

・
支
出　
　

１
億
８
，
3
6
8
万
円

・
不
足
額１

億
１
，
1
3
0
万
４
千
円

※ 

当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
当
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
並
び
に

減
債
積
立
金
で
補
て
ん
し
た
。

　

建
設
改
良
事
業
は
、
水
量
・
水
質

確
保
の
た
め
、
内
之
馬
場
配
水
池
送

水
用
の
榎
下
送
水
ポ
ン
プ
場
を
整
備

し
た
。

水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金

処
分

・
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

８
，
０
８
６
万
６
千
円

内　

訳

・
減
債
積
立
金　
　
　

３
７
４
万
円

・
建
設
改
良
積
立
金

２
，
２
１
２
万
６
千
円

・
繰
越
処
分　
　

５
，
５
０
０
万
円

健
全
財
政
の

維
持
に
努
力

国民健康保険

広
域
連
合
納
付
金

１
億
３
，2
4
6
万
１
千
円

後期高齢者医療

介
護
保
険
給
付
費

11
億
１
，２
０
２
万
４
千
円

介護保険

人
口
水
洗
化
率

89
・
0
％

公共下水道事業

水
量
・
水
質

確
保
を
図
る

水道事業

特
別
会
計
決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定

平
成
24
年
度

成
人
の
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
助
成

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
2
0
9
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
1
4
9
億
８
，
1
5
5
万

５
千
円
と
す
る
。

諸
収
入
金
に
対
す
る
督
促
、
延
滞
金

徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
当
分

の
間
、
延
滞
金
の
年
14
・
６
％
か
ら

９
・
３
％
、
一
ヶ
月
以
内
の
も
の
は

４
・
３
％
か
ら
３
％
に
引
き
下
げ
る

も
の（
施
行
期
日
平
成
26
年
１
月
１

日
よ
り
）。

　

同
様
に
次
の
７
条
例
に
つ
い
て
も

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
一
部
改

正
す
る
。

町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

町
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
条
例

の
一
部
改
正

町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

町
営
住
宅
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

駐
車
場
管
理
条
例
の
一
部
改
正

４
分
団
２
部
ポ
ン
プ
置
場

移
転
新
築
へ

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
６
，
8
2
3
万
２
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
1
5
0
億
４
，
9
7
8

万
７
千
円
と
す
る
。

《
歳
入
》

・
地
方
特
別
交
付
金　

52
万
３
千
円

・
地
方
交
付
税２

，
9
7
1
万
３
千
円

・
国
庫
支
出
金　

7
8
5
万
４
千
円

・
県
支
出
金

１
，
6
9
0
万
６
千
円

・
繰
入
金　
　
　
　
　

1
0
0
万
円

・
繰
越
金　

１
，
6
1
3
万
９
千
円

・
諸
収
入　
　
　

5
5
9
万
７
千
円

・
町
債　
　
　
　
　

△
9
5
0
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出

金　
　
　
　
　

２
，
1
8
4
万
円

・
園
芸
産
地
復
興
支
援
対
策
事
業
費

１
，
5
0
0
万
円

・
消
防
施
設
災
害
復
旧
費

9
5
0
万
３
千
円

・
消
防
防
災
施
設
移
設
事
業
費　

5
6
5
万
円

・
身
体
障
が
い
者
保
護
費

5
5
9
万
５
千
円

・
町
民
研
修
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
費

2
5
0
万
円

・
徴
収
事
務
費　
　
　

2
0
4
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金　

1
7
5
万
円

・
公
民
館
施
設
維
持
管
理
費　

1
3
1
万
１
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
5
5
6
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
15
億
４
，
8
9
3
万
６
千

円
と
す
る
。

《
歳
入
》

・
前
期
高
齢
者
交
付
金

5
5
6
万
７
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
償
還
金　
　
　

4
8
1
万
７
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
，
5
3
0
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
12
億
５
，
4
1
8
万
７

千
円
と
す
る
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

・
国
庫
支
出
金１

，
0
3
2
万
６
千
円

・
支
払
基
金
交
付
金7

7
2
万
７
千
円

・
県
支
出
金　
　

7
7
6
万
７
千
円

・
繰
入
金　
　
　

8
7
0
万
８
千
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

１
，
4
0
0
万
円

・
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

１
，
7
0
5
万
３
千
円

町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
３
，
0
9
2
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
３
億
９
，
1
7
1
万
８

千
円
と
す
る
。

《
歳
入
》

・
一
般
会
計
繰
入
金２

，
1
8
4
万
円

・
繰
越
金　
　
　

3
6
8
万
１
千
円

・
町
債　
　
　
　
　
　

5
4
0
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

・
下
水
道
災
害
復
旧
事
業
費

２
，
7
3
0
万
円

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

委
員
羽
根
田
忠
一
氏
は
、
平
成
25

年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
再
任
に
同
意
し
た
。

・
羽
根
田　

忠
一（
再
任
）

北
半
田
字
古
館
１
番
地

昭
和
26
年
３
月
11
日
生

専
決
処
分
の
承
認

条　

例　

改　

正

補　

正　

予　

算

同　

意　

案　

件

剰

余

金

処

分

審
議
さ
れ
た
そ
の
他
の
議
案

審
議
さ
れ
た
そ
の
他
の
議
案
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北
郷
石
橋
へ
仮
置
場
設
置

 

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
北
郷
石
橋
）設

置
工
事
請
負
契
約
の
締
結

１
．
契
約
の
目
的

　

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
北
郷
石
橋
）

設
置
工
事

２
．
契
約
金
額

　

６
，
８
９
８
万
５
千
円

　
（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
額
３
２
８
万
５
千
円
）

３
．
契
約
の
方
法

　

 

随
意
契
約（
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
２
第
1
項
第
５
号
該
当
）

４
．
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

桑
折
町
字
陣
屋
40
番
地

　

氏
名　

株
式
会
社　

近
藤
組

　

代
表
取
締
役
社
長　

近
藤　

克
成

中
郷
五
郎
内
前
へ
仮
置
場
設
置

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
中
郷
五
郎
内

前
）設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結

１
．
契
約
の
目
的

　

 

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
中
郷
五
郎

内
前
）設
置
工
事

２
．
契
約
金
額５

，
２
３
９
万
５
千
円

　
（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
額
２
４
９
万
５
千
円
）

３
．
契
約
の
方
法

　

 

随
意
契
約（
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
２
第
1
項
第
５
号
該
当
）

４
．
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

 

桑
折
町
万
正
寺
字
妻
田
２

番
地
３

　

氏
名　

渋
谷
建
設　

株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役　

渋
谷　

浩
一

郡
役
所
保
存
修
理
工
事

契
約
の
一
部
変
更

重
要
文
化
財
旧
伊
達
郡
役
所
保
存
修

理
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

工
事
請
負
代
金
の
額

（
変
更
前
）

工
事
請
負
代
金　

５
，
４
６
０
万
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
額
２
６
０
万
円
）

（
変
更
後
）５

，
９
７
２
万
５
千
50
円

　
（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
額
２
８
４
万
４
千
50
円
）

北
山
組
合
議
会
議
員
決
ま
る

伊
達
郡
国
見
町
・
桑
折
町
有
北
山
組

合
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
25
年
10
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
伊
達
郡
国
見

町
・
桑
折
町
有
北
山
組
合
議
会
議
員

５
名
の
選
挙
を
指
名
推
薦
で
行
い
決

定
し
た
。

第
８
選
挙
区　

大
字
北
半
田　

定
員
２
名

第
９
選
挙
区　

大
字
谷
地　

定
員
２
名

第
10
選
挙
区　

大
字
伊
達
崎
の
う
ち

北
沢
町
内
会　

定
員
１
名

森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温
暖
化

対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
の

た
め
の
意
見
書
提
出
の
陳
情

〔
陳
情
者
〕

　

新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

　

全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進

　

議
員
連
盟

会
長　

板
垣　

一
徳

（
新
潟
県
村
上
市
議
会
議
長
）

〔
審
査
委
員
会
〕

　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択

選　
　
　
　
　

挙

陳　
　
　
　
　

情

工
事
請
負
契
約

福島県伊達郡国見町・桑折町有北山組合議会議員

（任期：平成 25 年 11 月１日～平成 29 年 10 月 31 日）

選挙区別 氏　名 生年月日 住　　　　所

第８
平塚 幸三 Ｓ 23. ３.29 桑折町大字南半田字志田ノ内前 17 番地の３

半沢 勇一 Ｓ 29. ４.27 桑折町大字北半田字西ノ内 11 番地の１

第９
半沢 義一 Ｓ 18. １.25 桑折町大字南半田字大保１番地

阿部 善一 Ｓ 25. １.28 桑折町大字谷地字下割付 41 番地の１

第 10 後藤 忠郎 Ｓ 30. ３.22 桑折町大字伊達崎字中北沢 17 番地の１

渡
邉
英
直

岩
﨑
久
男

佐
藤
武
朗

斉
藤　

謙

斎
藤
松
夫

羽
根
田
八
千
代

佐
藤
榮
三

川
名
静
子

原　

賢
志

平
井
國
雄

平
井
光
一

松
山
善
二

片
平
秀
雄

半
澤　

高

第８回臨時会

議案第 61 号　除染土砂等仮置場（谷地字中谷地）設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 62 号　除染土砂等仮置場（伊達崎出シ）設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 63 号　公の施設の区域外設置に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第１号　中央公民館解体問題及び屋内プール建設に関する決議（案） ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ○ －

第９回定例会

議案第 64 号　平成 24 年桑折町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 65 号　諸収入金に対する督促、延滞金徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 66 号　桑折町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 67 号　桑折町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 68 号　桑折町下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 69 号　桑折町下水道事業受益者負担金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 70 号　桑折町町営住宅管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 71 号　桑折町特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 72 号　桑折町町営住宅及び特定公共賃貸住宅駐車場管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 73 号　平成 25 年度桑折町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 74 号　平成 25 年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 75 号　平成 25 年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 76 号　平成 25 年度桑折町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 77 号　除染土砂等仮置場（北郷石橋）設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 78 号　除染土砂等仮置場（中郷五郎内前）設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 79 号　重要文化財旧伊達郡役所保存修理工事請負契約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第２号　桑折町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承認第３号　専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度桑折町一般会計補正予算（第３号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第１号　平成 24 年度桑折町一般会計歳入歳出決算認定について ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ● －

認定第２号　平成 24 年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第３号　平成 24 年度桑折町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第４号　平成 24 年度桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第 5号　平成 24 年度桑折町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

認定第 6号　平成 24 年度桑折町水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第７号　森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第２号　道州制導入に断固反対する意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第 3号　 東京電力福島第一原子力発電所における汚染水流出の徹底対策と収束宣言の撤回を求める意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 10 回臨時会

議案第 80 号　除染土砂等仮置場（下成田堰向）設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 79 号　除染土砂等仮置場（銀栗銀山）設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案　審　議　結　果　表

議　　員　　名
議　案　項　目

災
害
復
興
調
査
特
別
委
員
会

災
害
復
興
調
査
特
別
委
員
会

中
間
報
告

中
間
報
告

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保」のための意見書
　地球温暖化防止のための温室効果ガスの削減は、我が国のみならず地球規模の重要かつ喫緊の課題となって
おり、森林のもつ地球温暖化の防止や国土の保全、水資源の涵養、自然環境の保持など「森林の公益的機能」
に対する国民の関心と期待は大きくなっている。
　また、わが国は、平成 25年度以降においても、京都議定書目標達成計画に掲げられたもの（第１約束期間
における温室効果ガス排出削減義務６％のうち、3.8％を森林吸収量で確保）と同等以上の取り組みを推進する
こととしている。
　このような経緯も踏まえ、「地球温暖化対策のための石油石炭税の税率の特例措置」が平成 24年 10 月に導
入されたが、使途は、ＣＯ 2排出抑制対策に限定されており、森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地
方の財源確保については、「早急に総合的な検討を行う」との方針に止まっている。
　もとより、地球温暖化防止をより確実なものとするためには、森林の整備・保全等の森林吸収源対策や豊富
な自然環境が生み出す再差生可能エネルギーの活用などの取り組みを、山村地域の市町村が主体的・総合的に
実施することが不可欠である。
　しかしながら、これら市町村では、木材価格の暴落・低迷や林業従事者の高齢化、後継者不足など厳しい情
勢にあたり、その結果、山そのものが荒廃し、自然災害等の脅威に国民の生命財産が脅かされるといった事態
が生じている。
　これを再生させることと共に、森林吸収源対策などの地球温暖化対策に取組むための恒久的・安定的な財産
確保を講ずることが急務である。
　よって、下記事項の実現を強く求めるものである。

記
　自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森林・林業・山村対策の抜本的な強化をはかることに
加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する市町村の役割を踏まえ、
「石油石炭税の税率の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応じて譲与する仕組みの構築を強く求める。
　以上、地方自治法の第 99条の規定により意見書を提出する。
　平成 25年 9月 27日
内閣総理大臣　　　財務大臣　　　総務大臣　　　宛

福島県伊達郡桑折町議会

　

一
昨
年
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
は
、
町
民
生
活
に

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
本

議
会
は
、
町
民
の
生
活
健
康
と

産
業
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
に
取
組
む
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
選
後
速

や
か
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し

取
組
ん
だ
。
震
災
関
連
は
、
被

災
者
生
活
再
建
の
為
の
家
屋
等

解
体
修
繕
、
地
盤
崩
落
及
び
半

田
沼
耐
震
対
策
、
災
害
公
営
住

宅
整
備
等
問
題
点
の
調
査
を
行

い
町
に
提
言
し
て
き
た
。
震
災

対
応
に
つ
い
て
は
一
定
の
進
捗

を
見
て
い
る
。
原
発
事
故
関
連

は
、
除
染
、
健
康
管
理
、
損
害

賠
償
等
の
調
査
を
進
め
る
と
共

に
国
県
関
係
省
庁
に
意
見
書
提

出
、
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
又

本
会
は
原
子
力
発
電
所
事
故
現

場
視
察
も
行
っ
て
き
た
。
本
町

の
現
状
⑴
除
染
は
、
果
樹
樹
木

除
染
、
水
稲
吸
収
抑
制
、
米
の

全
袋
検
査
、
仮
置
場
確
保
、
公

共
施
設
、
住
宅
地
除
染
。
⑵
健

康
は
、
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ
、
ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
、
食
品
検

査
、
健
康
管
理
手
帳
配
布
。
⑶

賠
償
は
、
町
は
水
道
事
業
Ａ
Ｄ

Ｒ
に
申
立
、
議
会
は
自
主
避
難

区
域
住
民
へ
の
精
神
的
損
害
賠

償
申
立
提
案
。
中
間
報
告
と
し

て
一
定
の
進
捗
は
見
え
る
が
、

汚
染
水
流
失
な
ど
新
た
な
問
題

が
発
生
し
長
期
化
す
る
と
思
わ

れ
る
。
町
民
の
安
全
安
心
確
保

の
た
め
に
議
会
の
果
た
す
役
割

は
非
常
に
大
き
い
。
今
後
も
全

力
を
傾
注
し
調
査
を
進
め
る
こ

と
と
す
る
。

　

震
災
発
生
後
、
町
民
の
生
活
を
守
る
た
め
本
委
員
会
を
設
置
、

改
選
後
も
調
査
し
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。



議会だより――議会だより13 12 

質 問 項 目

災害公営住宅建設の進捗状況は
　ＵＲ都市機構と協議中

佐 藤 榮 三 議員

問　

チ
ェ
ー
ン
ハ
ウ
ス
な
ら
グ
レ
ー

ド
も
高
く
町
の
一
等
地
の
顔
と
し
て

の
意
義
も
高
く
望
ま
し
い
と
思
っ
た

が
、
チ
ェ
ー
ン
式
ハ
ウ
ス
か
ら
普
通

の
戸
建
て
住
宅
へ
変
更
と
な
っ
た
経

過
は
。

答　

町
長　

チ
ェ
ー
ン
ハ
ウ
ス
は
、

国
と
の
直
轄
協
議
の
中
で
の
一
案
で

あ
り
、
確
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
協
議
の
中
で
、

標
準
建
設
費
で
の
範
囲
内
で
の
建
設

は
困
難
と
判
断
し
た
の
で
戸
建
て
住

宅
で
進
め
て
い
る
。

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

ズバリ町政を問う60分町政を問う60分
8 名登壇

一 般 質 問

○ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間60分で行われます。

○ 内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

① 災害公営住宅建設の進捗状

況について

② 中央公民館の役割と屋内温

水プール建設について

問　

災
害
公
営
住
宅
の
完
成
ま
で
約

１
年
と
な
り
進
捗
状
況
と
課
題
は
。

⑴
現
在
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

⑵
当
初
の
建
物
の
見
直
し
理
由
は
。

⑶
住
宅
以
外
の
関
連
施
設
計
画
は
。

⑷
完
成
時
期
は
予
定
通
り
か
。

答　

町
長　

⑴
許
認
可
関
係
の
申
請

に
向
け
準
備
中
、
年
内
の
開
発
許
可

を
見
込
む
。
⑵
当
初
の
計
画
は
標
準

建
設
費
の
中
で
の
対
応
が
困
難
、
面

積
79
㎡
の
一
戸
建
て
住
宅
で
進
め
て

い
る
。
⑶
集
会
場
、
調
整
池
、
公
園
、

道
路
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在
協

議
中
、
最
大
の
課
題
は
開
発
地
区
内

の
排
水
計
画
で
あ
る
。
⑷
平
成
26
年

９
月
末
を
目
途
と
し
て
い
る
。

解
体
の
計
画
変
更
は

あ
り
得
る
か

　

解
体
の
意
向
で
進
め
る

問　

こ
の
震
災
で
多
く
の
建
物
を
解

体
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
民
間
の
建

物
も
あ
り
、
そ
の
中
で
も
被
害
の

あ
っ
た
建
物
も
改
修
し
使
っ
て
い
る

建
物
も
お
お
く
見
受
け
る
中
、
ま
だ

ま
だ
使
え
る
中
央
公
民
館
を
、
な
ぜ

解
体
す
る
の
か
、
耐
震
改
修
し
て
公

民
館
機
能
を
早
急
に
回
復
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答　

町
長　

機
能
は
桑
折
公
民
館
に

移
し
、
各
地
区
公
民
館
や
利
用
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
公
民
館
事
業
を
推

進
。
貸
し
館
と
し
て
の
提
供
は
代
替

施
設
で
対
応
、
ま
た
閉
館
に
よ
る
文

化
団
体
へ
の
活
動
の
影
響
は
な
い
、

各
団
体
が
活
動
を
熱
心
に
進
め
て
お

り
、
大
幅
な
停
滞
は
及
ぼ
し
て
い
な

い
。

プ
ー
ル
以
外
の

検
討
は
し
た
か

　

屋
内
プ
ー
ル
、

併
設
の
遊
び
場
を

問　

子
ど
も
元
気
復
活
交
付
金
を
利

用
し
て
中
央
公
民
館
解
体
跡
地
へ
屋

内
プ
ー
ル
建
設
を
計
画
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
。

⑴ 

交
付
金
概
要
と
プ
ー
ル
計
画
の
経

緯
は
。

⑵
プ
ー
ル
以
外
の
事
業
の
検
討
は
。

⑶
完
成
後
の
維
持
管
理
費
用
は
。

⑷ 

維
持
管
理
費
用
が
将
来
の
子
ど
も

た
ち
の
負
担
に
な
ら
な
い
か
。

答　

町
長　

⑴
年
間
を
通
し
て
利
用

の
出
来
る
プ
ー
ル
を
新
設
し
、
町
民

が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
の
充

実
、
子
ど
も
達
の
体
育
活
動
機
会
の

充
実
の
た
め
。
⑵
今
回
の
申
請
は
屋

内
プ
ー
ル
、
併
設
の
屋
内
遊
び
場
、

３
次
申
請
時
に
そ
の
他
の
検
討
を
す

る
。
⑶
年
間
維
持
管
理
費
は
、
約
３

千
万
円
と
試
算
。
⑷
健
や
か
に
成
長

す
る
た
め
の
未
来
へ
の
投
資
、
財
源

は
責
任
を
も
っ
て
確
保
。

耐
震
診
断
と

補
強
工
事
を
セ
ッ
ト
に

　

セ
ッ
ト
で
の

取
り
組
み
は
困
難

問　

最
近
は
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
発
生
し
、
本
町
で
も
大
地
震
か
ら

町
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
耐
震
基

準
に
適
合
し
な
い
建
物
の
耐
震
化
を

促
進
す
る
と
あ
る
が
。

⑴
耐
震
診
断
促
進
事
業
の
進
捗
は
。

⑵ 

耐
震
促
進
工
事
費
助
成
事
業
の
進

質 問 項 目

災害復興住宅の完成は
　来年９月末を目途としている

佐 藤 武 朗 議員

① 災害公営住宅建設の進捗状

況について

② 中央公民館解体問題について

③ 子ども元気復活交付金に対す

る本町の取り組みについて

④ 安全安心耐震促進事業につ

いて

改
修
し
て
一
日
も
早
く

提
供
す
べ
し

　

解
体
し
て

屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設

問　

中
央
公
民
館
は
震
災
以
来
休
館

し
て
お
り
中
央
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
か
。「
文
化
活
動
に
大
幅
な

停
滞
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
報
告
を

受
け
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
が
利
用

者
は
満
足
し
て
い
な
い
。
我
慢
し
て

活
動
し
て
い
る
。
解
体
し
て
温
水

プ
ー
ル
を
作
る
の
で
は
な
く
一
日
で

も
早
く
公
民
館
機
能
を
回
復
さ
せ
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

町
長　

休
館
後
、
桑
折
公
民
館

に
機
能
を
移
し
各
地
区
館
や
利
用
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
公
民
館
事
業
を

推
進
し
て
い
る
。
各
団
体
に
対
し
て

は
活
動
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
代

替
場
所
の
紹
介
等
に
努
め
て
い
く
。

　

温
水
プ
ー
ル
本
体
は
１
，
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
維
持
経
費
は
年

間
３
千
万
円
程
度
と
考
え
て
お
り
、

高
齢
者
の
利
用
や
、
疾
病
予
防
、
介

護
予
防
に
も
役
立
て
て
い
く
。

捗
は
。

⑶ 
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
工
事
を

セ
ッ
ト
に
し
た
取
り
組
み
が
出
来

な
い
か
。

答　

町
長　

⑴
募
集
に
向
け
て
準
備

中
。
⑵
41
件
が
対
象
、
す
で
に
補
強

を
し
た
家
屋
、
新
築
さ
れ
た
家
屋
は

対
象
外
、
実
態
に
つ
い
て
確
認
中
。

⑶
単
年
度
に
お
い
て
終
了
、
セ
ッ
ト

で
の
取
り
組
み
は
工
期
的
に
困
難
。― 災害公営住宅イメージ図 ―
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問　

人
生
80
年
、「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」「
だ
れ
に
で
も
」
自
分
自
身

の
生
き
が
い
を
求
め
、
生
涯
を
通
じ

て
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
生
涯

教
育
と
は
。

⑴
生
涯
学
習
の
必
要
性
は
。

⑵ 

本
町
の
学
習
に
町
民
は
満
足
し
て

い
る
か
。

⑶ 

生
涯
学
習
推
進
基
本
方
針
計
画
の

終
了
に
あ
た
り
評
価
・
課
題
の
検

討
は
。

⑷
新
策
定
内
容
の
重
要
箇
所
は
。

⑸ 

中
央
公
民
館
を
総
合
学
習
セ
ン

タ
ー
に
整
備
す
る
考
え
は
。

⑹ 

今
に
合
っ
た
中
央
公
民
館
・
地
区

公
民
館
活
動
と
は
。

⑺ 

各
種
団
体
へ
の
案
内
文
中
の〝
代

替
え
的
な
施
設
〞
は
ど
こ
か
。

答　

教
育
長　

⑴
長
寿
社
会
、
充
実

し
た
人
生
を
主
体
的
に
切
り
拓
く
た

め
、
絶
え
ず
新
た
な
知
識
や
技
能
を

習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑵
⑶
⑷
町

民
の
満
足
度
や
策
定
の
重
点
等
は
新

た
な
計
画
策
定
の
会
議
で
明
ら
か
に

し
、
計
画
に
盛
り
込
む
。
ま
た
ニ
ー

ズ
調
査
や
課
題
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
。
策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た

い
。
⑸
教
育
委
員
会
と
し
て
は
改
修

せ
ず
と
し
た
。

答　

町
長　

⑹
生
涯
学
習
の
振
興
、

ひ
と
・
地
域
づ
く
り
、
伝
統
や
文
化

の
継
承
の
た
め
の
活
動
が
必
要
。
⑺

整
備
予
定
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）に
併
設
す
る
考
え
だ
。

参
加
率
17
％
の

敬
老
会
で
十
分
か

　

今
の
時
代
に
合
っ
た

開
催
を
検
討

問　

本
町
の
高
齢
化
率
も
来
年
に
は

32
％
に
な
る
と
予
想
。
各
種
保
険
料

や
物
価
も
上
が
り
年
金
だ
け
の
生
活

者
に
は
家
計
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。

安
全
・
安
心
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
す
た
め
の
方
策
は
。

⑴ 

参
加
率
17
％
の
敬
老
会
開
催
方
法

を
見
直
す
べ
き
で
は
。

⑵ 

日
中
一
人
暮
ら
し
に
な
る
方
へ
の

対
策
は
。

⑶ 
デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の
取
り
組
む
考

え
は
。

答　

町
長　

⑴
敬
老
の
趣
旨
を
踏
ま

え
時
代
に
合
い
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
開
催
を
目

指
し
協
議
、
検
討
し
て
ま
い
る
。
⑵

民
生
委
員
を
中
心
に
し
た
地
域
社
会

で
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。
⑶
交

通
手
段
の
確
保
は
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
の
充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
お
り
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

推
進
は

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
努
め
て
い
る

問　

⑴
概
要
版
配
布
時
期
は
。

⑵
町
民
へ
の
事
業
展
開
計
画
は
。

⑶ 

事
業
所
で
の
取
り
組
み
調
査
の
経

緯
は
あ
る
か
。

― 声高らかに ―

質 問 項 目

な
ぜ
生
涯
学
習
が
大
事
な
の
か

　

充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に

川 名 静 子 議員

① 生涯学習の考え方について

②高齢者福祉対策について

③ 「こおり男女共同参画プラ

ン」のし推進について

質 問 項 目

片 平 秀 雄 議員

① 地場特産品ＰＲ事業につい

て

② 子ども元気復活交付金の活

用について

③ 中央公民館解体及び屋内温

水プール整備計画について

問 　

⑴
献
上
桃
の
本
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
為
に
、
一
日
約
１
万
７
千
台

通
過
す
る
国
道
４
号
上
下
線
数
カ

所
に
、
桃
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
大
型

看
板
の
設
置
は
大
い
に
宣
伝
効
果

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

⑵ 

桃
Ｐ
Ｒ
用
資
材
は
漢
字
で「
桑
折
」

は
覚
え
難
い
と
思
う
。
ひ
ら
が
な

「
こ
お
り
」の
表
現
の
検
討
は
。

答　

町
長　

⑴
大
変
効
果
が
あ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
設
置
に
あ
た
っ

て
は
、
看
板
の
み
な
ら
ず
用
地
の
確

保
維
持
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
か
ら
国
県
か
ら
の
補
助
を
含

め
調
査
検
討
を
考
え
る
。
⑵
歴
史
を

踏
ま
え
れ
ば
全
て
ひ
ら
が
な
で
表
現

す
る
べ
き
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｒ
資
材
作

成
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
対
応
す

る
。

大型看板設置、献上桃ＰＲを
　ＰＲ効果大、調査、検討する

子
ど
も
元
気
復
活
交
付
金

一
次
申
請
は

　

屋
内
プ
ー
ル
検
討
で

見
送
っ
た

問 　

⑴
子
ど
も
元
気
復
活
交
付
金
事

業
に
対
し
、
既
に
隣
接
市
町
で
は

５
月
27
日
ま
で
に
国
へ
申
請
を
し

て
い
る
。
本
町
は
な
ぜ
申
請
に
至

ら
な
か
っ
た
の
か
。

⑵ 

他
市
町
で
は
、
各
幼
・
小
学
校
及

び
公
園
等
の
日
頃
子
ど
も
が
遊
ぶ

遊
具
等
の
新
設
や
撤
去
を
数
多
く

申
請
し
て
い
る
。
本
町
は
検
討
し

た
の
か
。

⑶ 

こ
の
事
業
を
利
用
し
各
幼
稚
園
等

に
日
よ
け
雨
よ
け
程
度
の
屋
根
付

き
遊
び
場
の
設
置
申
請
は
あ
る
か
。

答　

町
長　

⑴
⑵
交
付
対
象
事
例
に

プ
ー
ル
建
設
が
含
ま
れ
て
い
た
事
か

ら
検
討
に
時
間
を
要
し
一
次
申
請
を

見
送
っ
た
。
尚
、
文
教
施
設
や
公
園

等
に
お
け
る
遊
具
の
撤
去
・
更
新
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。
⑶
屋
根

付
き
遊
び
場
は
現
場
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
て
い
な
い
。

町
内
会
長
会
等
と
の

意
見
交
換
は

　

維
持
管
理
費
や
財
政
負
担
を

求
め
る
意
見
も
あ
り

問 　

⑴「
中
央
公
民
館
解
体
屋
内

プ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
」
町
内
会

長
を
含
め
各
種
団
体
と
意
見
交
換

を
し
た
結
果
は
。

⑵ 

広
く
町
民
意
見
を
聞
く
べ
き
と
思

う
が
。

⑶ 

公
民
館
解
体
後
の
新
た
な
施
設
の

場
所
と
財
源
は
。

⑷ 

プ
ー
ル
維
持
管
理
費
と
利
用
者
数

は
。

⑸ 

来
年
度
も
同
様
の
事
業
が
あ
る
。

精
査
し
計
画
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　

町
長　

⑴
方
針
に
理
解
を
頂
い

た
が
一
方
で
維
持
管
理
費
や
財
政
負

担
、
議
会
と
の
協
議
を
求
め
る
意
見

が
あ
っ
た
。
⑵
広
く
周
知
し
意
見
を

聞
く
。
⑶
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
活
用
。

⑷
維
持
管
理
費
約
３
千
万
、
利
用
者

試
算
２
万
２
千
人
。
⑸
実
施
す
る
段

階
で
精
査
す
る
。

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

答　

町
長　

⑴
10
月
初
旬
を
予
定
し

て
い
る
。
⑵
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
プ
ラ
ン
の
周
知
と
啓

発
に
努
め
る
。
⑶
時
間
を
お
い
て
実

態
の
把
握
を
し
た
い
。
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問　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
整
備
計
画
は
。

⑴ 

中
央
公
民
館
は
改
修
す
べ
き
と
の

議
会
決
議
後
に
、
交
付
金
申
請
書

提
出
し
た
が
、
事
前
に
議
会
へ
報

告
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑵ 

こ
の
問
題
の
大
き
な
要
因
は
、
事

業
を
進
め
る
際
の
プ
ロ
セ
ス
が
問

題
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

⑶ 

一
旦
申
請
書
を
取
り
下
げ
、
次
年

度
は
１
０
１
億
円
予
算
化
さ
れ
て

お
り
、
次
回
の
申
請
ま
で
、
充
分
、

議
会
と
の
協
議
及
び
住
民
と
の
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
く
べ
き
で
な
い
か
。　

⑷ 

室
内
温
水
プ
ー
ル
を
造
ら
な
い
と

子
供
達
の
体
力
向
上
等
が
図
れ
な

い
の
か
。

答　

町
長　

⑴
失
念
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
申
し
訳
な
い
と
反
省
し
て
い

る
。
⑵
ま
だ
ま
だ
説
明
・
協
議
不
足

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
⑶
申
請

書
を
取
り
下
げ
る
考
え
は
な
い
。

答　

教
育
長　

⑷
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
な
い
。

供
用
開
始
は

当
初
方
針
通
り
か

　

住
民
合
意
を
約
束
、

守
り
た
い

問　

大
割
東
仮
置
場（
伊
達
崎
）の
進

捗
状
況
は
。

⑴ 

調
査
・
計
画
策
定
後
の
進
捗
状
況

は
。

⑵ 

向
川
原
地
区
住
民
へ
の
説
明
会
の

結
果
と
理
解
度
は
。
ま
た
、
理
解

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
当
初

方
針
通
り
強
行
姿
勢
で
対
処
す
る

の
か
。

⑶ 

最
終
的
な
共
用
開
始
時
期
を
い
つ

頃
に
予
定
か
。

答　

町
長　

⑴
予
想
以
上
に
時
間
を

要
し
て
お
り
、
最
終
結
果
は
９
月
末

予
定
で
あ
る
。
そ
の
後
着
工
と
な
る
。

⑵
⑶
現
地
調
査
の
経
過
説
明
、
住
民

合
意
を
得
て
供
用
開
始
。

８
教
科
の
う
ち

平
均
以
下
は
５
教
科

　

推
進
計
画
ス
タ
ー
ト
、

見
守
る

問　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
等
に

関
し
、
所
見
を
伺
う
。

⑴ 

当
町
の
結
果
・
今
後
の
課
題
及
び

対
応
策
は
。

⑵ 

今
年
度
重
点
事
項
の
取
組
・
進
捗

状
況
の
実
態
把
握
及
び
指
導
管
理

は
。

答　

教
育
長　

⑴
平
均
以
上
１
教
科
、

平
均
２
教
科
、
５
教
科
が
平
均
を
下

回
っ
た
。
課
題
は
４
点
挙
げ
ら
れ
、

３
年
計
画
の
学
力
向
上
推
進
計
画
に

基
づ
き
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
の
で
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
⑵

質 問 項 目

斉 藤 　 謙 議員

① 屋内温水プール計画に関し

て

② 大割東仮置場（伊達崎地区）

の進捗状況について

③ 全国学力テストの結果等に

関して

④都市計画に関して

◯ 将来負担比率算出結果に関

して

◯ 公共施設（道路・橋梁含む）

の資産管理状況と整備計画

に関して

◯災害公営住宅建設に関して

問　

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
応
が
全

国
的
に
課
題
だ
。
施
設
建
設
当
時
と

社
会
状
況
や
町
民
ニ
ー
ズ
も
大
き
く

変
わ
り
、
現
状
の
施
設
が
今
後
も
そ

の
ま
ま
必
要
と
は
言
い
切
れ
な
い
状

況
も
あ
る
。
対
策
と
し
て
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（
公
民
連
携
）の
推
進
、
学
校
施
設
を

核
と
し
た
公
共
施
設
再
編
方
策
が
あ

る
。
将
来
世
代
に
必
要
な
施
設
の
機

能
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
桑
折
町

の
将
来
像
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
施
設

の
在
り
方
を
考
え
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
に
合
わ
せ
て
学
校
施
設
に
他

の
機
能
を
集
約
す
る
こ
と
で
施
設
総

量
の
圧
縮
が
図
れ
る
。（
国
見
町
は

既
に
統
合
）検
討
す
べ
き
で
は
。

答　

町
長　

財
政
的
な
視
点
か
ら
、

長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
機
能
が

重
複
し
て
い
る
施
設
や
利
用
が
低
調

な
施
設
な
ど
を
改
め
て
検
証
し
施
設

保
有
量
最
適
化
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基

本
方
針
を
検
討
す
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
有

効
な
手
法
だ
。
学
校
施
設
を
核
と
し

た
公
共
施
設
再
編
方
策
は
26
年
10
月

の「
幼
稚
園
適
正
配
置
検
討
委
員
会
」

の
答
申
後
検
討
す
る
。

屋
内
プ
ー
ル

維
持
管
理
費
は

　

お
お
か
や
園
と

ほ
ぼ
同
経
費
だ

問　

事
業
の
基
本
計
画
、
運
営
方
針

は
。
ま
た
、
年
間
維
持
管
理
費
約
３
，

学
校
等
公
共
施
設
再
編
方
策
は

　

適
正
配
置
検
討
委
員
会
の
答
申
後

０
０
０
万
円
だ
が
、
利
用
者
負
担
金

５
０
０
万
円
。
各
小
・
中
学
校
プ
ー

ル
維
持
費
計
３
５
０
万
円
、
中
央
公

民
館
維
持
費
８
０
０
万
。
差
引
維
持

管
理
費
約
1
，
3
5
0
万
円
で
、
お

お
か
や
園
維
持
管
理
費
１
，
９
０
０

万
円
、
利
用
者
負
担
金
５
０
０
万
円
、

差
引
維
持
管
理
費
約
1
，
4
0
0
万

円
と
ほ
ぼ
同
額
の
理
解
で
良
い
か
。

答　

町
長　

利
活
用
面
は
、
町
内
外

の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
を
対
象
。

一
般
利
用
の
他
に
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
や
水
中
ウ
ォ
ー
ク
等
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
事
業
展
開
を
図
り
、
稼
働

率
を
上
げ
収
入
増
に
繋
げ
る
。
一
方
、

コ
ス
ト
縮
減
に
最
大
努
め
指
定
管
理

者
制
度
活
用
も
視
野
に
入
れ
る
。
差

引
維
持
管
理
費
約
1
，
3
5
0
万
円

で
お
お
か
や
園
も
そ
の
通
り
だ
。

サ
ロ
ン
へ
介
助
支
援
員
や

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
拡
充
を

　

現
状
は
承
知
し
て
い
る

研
究
す
る

問　

サ
ロ
ン
は
健
康
維
持
だ
け
で
な

く
多
様
な
関
心
・
趣
味
を
持
つ
人
の

参
加
を
引
き
出
し
，
効
果
的
な
生
涯

学
習
の
場
だ
。
更
に「
地
域
の
福
祉

力
」
を
高
め
、
現
在
29
箇
所
開
設
し
、

介
護
予
防
策
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。
健
康
寿
命
を
維
持
す
べ
く
継
続

的
な
実
践
の
た
め
、
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

開
設
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い

る
サ
ロ
ン
も
あ
る
。
運
営
者
自
身

の
高
齢
化
に
よ
り
、
又
は
事
業
所

か
ら
介
助
の
必
要
な
方
へ
の
人
的

策
等
要
望
は
な
い
か
。

⑵ 

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
対
象
者
の
拡
充

を
。

⑶ 

健
診
受
診
増
方
策
と
し
て
、
サ
ロ

ン
等
開
設
場
所
で
健
診
を
行
っ
て

は
。

答　

町
長　

⑴
共
通
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

具
体
的
要
望
は
な
い
。
⑵
研
究
す
る
。

⑶
ス
ペ
ー
ス
確
保
等
現
実
的
に
困
難

と
判
断
す
る
。

― のびのびできる日を ―

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

日
常
的
に
担
当
課
か
ら
の
報
告
、
教

育
長
か
ら
の
確
認
と
指
示
等
の
点
検

に
よ
り
進
捗
管
理
を
し
て
い
る
。　

町
の
考
え
は

ど
こ
ま
で
反
映
か

　

内
容
に
よ
っ
て

決
定
す
る

問　

都
市
計
画
に
関
し
、
所
見
は
。

⑴ 「
桑
折
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」と「
県
北
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」の
関
係
は
。

⑵ 「
県
北
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
構
成
市
町
と
し
て
、
単

町
意
見
を
ど
の
程
度
反
映
可
能
か
。

答　

町
長　

⑴「
県
北
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」は
上
位
計
画
。

⑵
ど
の
程
度
反
映
可
能
か
は
内
容
に

よ
っ
て
決
ま
る
。

質 問 項 目

羽根田八千代 議員

① 本町の公共施設（学校施設
を核とした公共施設再編方
策）の今後について
② 子ども元気復活交付金事業
（屋内プール）について
③ 予防介護対策・健診受診者
増加策について
◯ 全国学力テストの結果と、
評価と対策を伺う

― 中央道　中心杭 ―

他

他

他

計画過程での議会への説明不足
　説明・協議不足の点、お詫びする

他
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問　

本
町
は
東
電
に
対
し
て
、
損
害

賠
償
総
額
１
億
３
，
３
６
５
万
円
を
、

直
接
請
求
し
、
早
期
支
払
い
求
め
て

き
た
が
、
８
月
18
日
現
在
、
支
払
額

は
わ
ず
か
23
万
で
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
今
後
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
の
申
し

立
て
が
必
要
と
な
る
が
、
い
つ
ど
の

様
な
段
取
り
で
、
行
う
つ
も
り
か
。

答　

町
長　

水
道
事
業
の
逸
失
利
益

に
つ
い
て
は
、
早
期
解
決
を
図
る
た

め
に
、
９
月
11
日
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
和
解

仲
介
の
申
し
立
て
を
行
っ
て
き
た
。

損
害
請
求
金
額
は
、
平
成
23
年
度
水

道
事
業
に
係
る
逸
失
利
益
、
２
９
９

８
万
８
９
２
円
に
弁
護
士
費
用
89
万

６
，
４
２
７
円
を
加
え
た
、
３
，
０

７
７
万
７
，
３
１
９
円
で
あ
る
。

県
民
健
康
管
理
の強

化
を

　

国
・
県
に
検
査
体
制
の

強
化
を
要
望
し
て
い
く

問　

原
発
事
故
発
生
時
18
才
未
満
の

子
ど
も
達
約
36
万
人
を
対
象
に
甲
状

腺
検
査（
一
次
検
査
）が
実
施
さ
れ
、

今
回
の
二
次
検
査
の
結
果
、
甲
状
腺

ガ
ン
の
子
ど
も
が
６
人
増
え
、
計
18

人
と
な
り
、
疑
い
が
あ
る
と
さ
れ
た

の
が
10
人
増
え
て
25
人
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
放
射
線
の
影
響
と
は

考
え
に
く
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
。
検
討
委
員
会
は
有
識
者
を
招

聘
し
て
検
査
評
価
部
会
を
設
置
し
て

専
門
的
見
地
か
ら
あ
た
る
と
の
こ
と

だ
が
、
放
射
線
か
ら
健
康
を
守
る
検

査
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を
国
及
び

県
に
要
望
す
べ
き
で
は
。

答　

町
長　

第
12
回
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
甲
状
腺
検
査
評
価
部
会
が

設
置
さ
れ
、
検
査
体
制
の
強
化
を
要

望
し
て
い
く
。

中
央
公
民
館
は

改
修
促
進
を

　

公
民
館
機
能
を
付
加
し
た

交
流
セ
ン
タ
ー
を

問 　

⑴
議
会
決
議
を
真
摯
に
受
け
と

め
中
央
公
民
館
解
体
方
針
は
断
念

し
、
速
や
か
な
、
耐
震
改
修
工
事

の
実
施
で
再
オ
ー
プ
ン
を
一
日
も

早
く
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑵ 

蚕
糸
跡
地
へ
の
多
目
的
集
会
施
設

建
設
の
財
源
に
つ
い
て
、
一
般
財

源
で
５
億
円
と
試
算
し
た
。
具
体

的
根
拠
と
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
獲

得
に
不
安
要
素
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
考
え
る
が
。

答　

町
長　

⑴
閉
館
後
、
桑
折
公
民

館
に
移
し
、
各
地
区
公
民
館
や
利
用

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
公
民
館
事
業

を
推
進
し
て
い
る
。
⑵
一
般
財
源
に

計
上
し
た
と
こ
ろ
、
誤
解
を
招
い
た

こ
と
は
お
詫
び
す
る
。
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
は
採
択
が
可
能
で
あ
る
。

要
支
援
へ
の

保
険
給
付
廃
止
に
反
対
を

　

国
・
県
等
の
動
向
を
注
視

問　

厚
生
労
働
省
は
、
介
護
保
険
で

「
要
支
援
」と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
に

対
す
る
保
険
給
付（
予
防
）を
廃
止
し

質 問 項 目

原
発
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
の
申
し
立
て
が
必
要

　

９
月
11
日
約
３
，
０
７
７
万
円
申
し
立
て

岩 﨑 久 男 議員

① 東京電力に対する損害賠償

請求について

② 県民健康管理調査について

③ 中央公民館は改修促進、早

期再オープンについて

④ 要支援への介護保険給付廃

止について

◯ 子ども元気復活交付金にも

とづく屋内温水プール建設

方針について

◯ 伊達地方衛生処理組合最終

処分地候補地問題について

問　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故

か
ら
の
復
興
は
、
町
当
局
と
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
議

会
が
反
対
す
る
政
策
を
強
行
す
る
こ

と
は
、
復
興
に
障
害
を
も
た
ら
す
も

の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
町
長

選
挙
で
掲
げ
た
基
本
政
策
、
基
本
姿

勢
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

答　

町
長　

議
会
決
議
は
真
摯
に
受

け
と
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
ご
理

解
を
得
る
よ
う
説
明
並
び
に
協
議
を

さ
せ
て
頂
き
た
い
。
町
一
丸
と
し
て

の
取
り
組
み
は
町
民
が
願
っ
て
い
る

こ
と
だ
。
い
か
な
る
状
況
に
あ
ろ
う

と
も
基
本
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。

中
央
公
民
館

解
体
方
針
は
誤
り
だ

　

文
化
団
体
へ
の
影
響
は

見
ら
れ
ぬ

問　

文
科
省
が
定
め
る「
公
民
館
の

設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
及

び
、
生
涯
学
習
審
議
社
会
教
育
施
設

部
会
で
示
し
て
い
る
中
央
公
民
館
が

果
す
べ
き
役
割
に
照
ら
せ
ば
、
中
央

公
民
館
解
体
と
長
期
閉
館
政
策
の
誤

り
は
明
白
で
は
な
い
か
。

答　

町
長　

中
央
公
民
館
は
、
そ
の

機
能
を
桑
折
公
民
館
に
移
し
て
い
る
。

貸
し
館
と
し
て
の
場
所
の
提
供
や
図

書
の
貸
し
出
し
は
、
地
区
公
民
館
や

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
２
階
の
利
用
、

復
興
は
議
会
と
執
行
部
一
体
で

　

議
会
決
議
は
真
摯
に
受
け
と
め
る

中
央
公
民
館
分
室
の
設
置
な
ど
の
代

替
施
設
で
対
応
し
て
い
る
。
閉
館
に

よ
る
文
化
団
体
等
へ
の
影
響
は
、
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
。
将
来
的
に
は
蚕

糸
跡
地
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
て
参
り
た
い
。

体
育
館
・
プ
ー
ル

解
体
の
経
過
は

　

使
用
不
可
と
判
断
し

仮
置
き
場
に

問　

町
民
体
育
館
に
つ
い
て
被
災
度

調
査
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
及
び
解

体
に
至
る
経
過
を
伺
う
。
な
お
町
民

プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
同
様
に
伺
う
。

答　

町
長　

町
民
体
育
館
は
被
災
後
、

応
急
危
険
度
判
定
調
査
を
行
い
、
使

用
不
可
の
調
査
結
果
を
い
た
だ
い
た
。

解
体
は
平
成
24
年
１
月
、
環
境
省
の

査
定
を
受
け
、
補
助
事
業
で
行
っ
た
。

　

町
民
プ
ー
ル
は
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
線
量
の
影
響
や
、
被
災
し
た
体

育
館
の
ガ
ラ
ス
落
下
な
ど
の
危
険
が

あ
っ
た
た
め
、
公
共
施
設
除
染
に
伴

う
仮
置
き
場
と
し
て
使
用
し
た
。

屋
内
プ
ー
ル
の

維
持
管
理
費
は

　

町
の
持
出
額
は

年
２
，
５
０
０
万
円

問　

現
時
点
に
お
け
る
屋
内
プ
ー
ル

建
設
費
及
び
そ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
い
か
ほ
ど
か
。
小
学
校
プ
ー
ル

の
一
元
化
の
目
的
は
何
か
。
学
校
当

局
の
意
見
集
約
な
ど
は
行
っ
て
い
る

か
。

答　

教
育
長　

建
設
費
は
６
億
７
，

５
０
０
万
円
余
で
あ
る
。
年
間
維
持

管
理
費
は
約
３
，
０
０
０
万
円
で
、

そ
の
内
、
町
持
ち
出
し
金
額
は
２
，

５
０
０
万
円
で
あ
る
。
学
校
プ
ー
ル

一
元
化
の
ね
ら
い
は
、
第
一
に
放
射

線
を
気
に
せ
ず
水
泳
の
授
業
を
実
施

で
き
る
こ
と
。
第
二
に
、
老
朽
化
が

激
し
い
各
小
学
校
プ
ー
ル
の
代
替
施

設
と
し
て
、
町
民
屋
内
プ
ー
ル
を
利

用
で
き
る
こ
と
だ
。
な
お
、
こ
の
計

画
立
案
の
段
階
で
は
、
意
見
の
収
集

な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

桑折町公民館のあゆみ
昭和 22 年
　　桑折・睦合・半田・伊達崎公民館条例を制定し各公民館を設置。
昭和 30 年
　　 町村合併により桑折町桑折、睦合、半田、伊達崎公民館と改称、
町公民館条例を制定。

昭和 47 年
　　福祉センター完成、桑折町公民館が入る。
昭和 57 年
　　 桑折公民館を改築、桑折町民会館として完成（桑折公民館併設）。
昭和 61 年
　　半田コミュニティセンター完成、半田公民館が入る。
昭和 63 年
　　伊達崎公民館完成。
平成 8年
　　町公民館条例を改正、本館の名称を中央公民館に改める。
平成 11 年
　　睦合ふれあい会館完成、睦合公民館が入る。
平成 15 年
　　事務機構改革により生涯学習課を設置。
平成 16 年
　　桑折町生涯学習推進基本計画を策定。
平成 23 年
　 　 東日本大震災により、中央公民館大ホールはステージと天井等に

被害を受け閉鎖する。
平成 24 年
　 　 中央公民館耐震改修工事費用等を予算化するも、アスベスト材使
用が確認され休館とする。その間桑折公民館へ事務所を移す。

市
町
村
に
丸
投
げ
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
反
対
す
べ

き
で
は
な
い
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

町
長　

要
支
援
と
判
定
さ
れ
た

高
齢
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
市
町
村
事
業

に
移
行
さ
れ
る
と
、
受
け
皿
等
の
確

保
が
問
題
と
な
り
、
地
域
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
の
質
に
格
差
が
生
じ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
さ
ら
に
要
支
援
が

介
護
保
険
給
付
の
枠
組
み
か
ら
外
さ

れ
る
事
に
よ
っ
て
重
度
化
を
招
き
、

結
果
と
し
て
介
護
給
付
費
の
増
が
危

惧
さ
れ
る
。
社
会
保
障
審
議
会
等
の

議
論
及
び
国
・
県
の
動
向
を
注
視
す

る
。

質 問 項 目

斎 藤 松 夫 議員

① 震災及び原発事故から復興を
目指すにあたり、首長のとる
べき基本姿勢について
② 平成 15 年 6 月 6 日、文部科
学省告示第 112 号、「公民館
の設置及び運営に関する基
準」等に照らしての、桑折町
中央公民館の位置づけについ
て
③ 子ども元気復活交付金による
屋内温水プール建設方針につ
いて
④ 行政連絡員との「中央公民館
解体と複合施設（屋内プール・
屋内運動場）整備事業につい
ての意見交換会」開催につい
て
◯ 町民体育館（第一）等の被災
度調査、及び解体方針決定に
至る経過について
◯ 気象条件の変化によって頻発
する災害への対策について

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

― 笑顔でおしゃべり ―

他

他

他

他

― 【参考】こおり教育要覧 ―
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工
事
請
負
契
約
２
件
、
公
の
施
設

の
区
域
外
設
置
協
議
に
関
す
る
件
の

計
３
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案

通
り
可
決
し
た
。

工
事
請
負
契
約

谷
地
中
谷
地
へ
仮
置
場
設
置

「
除
染
土
砂
等
仮
置
場（
谷
地
中
谷

地
）設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」

１
．
契
約
の
目
的

　

 

除
染
土
砂
等
の
仮
置
場（
谷
地
中

谷
地
）設
置
工
事

２
．
契
約
金
額　

６
，
0
9
0
万
円

　
（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
2
9
0
万
円
）

３
．
契
約
方
法

　

 

随
意
契
約（
地
方
自
治
法
施
行
令
第

1
6
7
条
の
２
第
１
項
第
５
号
該
当
）

４
．
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

 

桑
折
町
字
桑
島
二
８
番
地

　

氏
名　

日
進
建
設
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役　

熊
坂　

勇
司

臨
時
会

伊
達
崎
出
シ
へ
仮
置
場
設
置

「
除
染
土
砂
等
仮
置
場（
伊
達
崎
出

シ
）設
置
工
事
請
負
契
約
」

１
．
契
約
の
目
的

　

 

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
伊
達
崎
出

シ
）設
置
工
事

２
．
契
約
金
額　

７
，
2
6
6
万
円

　
（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
額
3
4
6
万
円
）

３
．
契
約
方
法

　

 
随
意
契
約（
地
方
自
治
法
施
行
令
第

1
6
7
条
の
２
第
１
項
第
５
号
該
当
）

４
．
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

桑
折
町
字
陣
屋
40
番
地

　

氏
名　

株
式
会
社　

近
藤
組

　

代
表
取
締
役
社
長　

近
藤　

克
成

る公
の
施
設
の
区
域
外
の
設
置
に
関
す

る
協
定
書

・ 

国
見
町
公
共
下
水
道
施
設
を
桑
折

町
区
域
内（
大
字
北
半
田
一
本
前
、

畑
合
地
内
）
に
設
置
す
る
協
議
を

行
う
事
を
議
決
し
た
。

議
員
発
議

　

「
中
央
公
民
館
解
体
問
題
及
び
屋

内
プ
ー
ル
施
設
に
関
す
る
決
議
」
が

提
出
さ
れ
８
対
５
の
賛
成
多
数
で
可

決
し
た
。

　

本
決
議
に
は
反
対
の
態
度
で
討
論

し
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
が
長
い
間
閉
鎖
さ
れ

る
事
と
、
蚕
糸
跡
地
に
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
建
設
が
現
時
点
で
は
不
確
定

で
あ
る
部
分
に
つ
い
て
の
不
安
に
つ

い
て
は
同
調
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
中
央
公
民
館
を
解
体
し

て
プ
ー
ル
を
つ
く
る
と
い
う
決
意
に

至
っ
た
中
に
は
、
そ
の
間
の
代
替
施

設
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
当
然
町

当
局
も
検
討
す
る
も
の
と
考
え
て
お

り
、
こ
の
交
付
金
事
業
を
チ
ャ
ン
ス

と
し
町
が
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
祈

願
し
ま
し
て
反
対
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
町
の
生
涯
学
習
は
、
特
に
震
災

後
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
覚
し
閉
鎖
、

２
年
余
り
が
経
過
し
て
お
り
町
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
は
滞
っ
て
い
る
。

　

平
成
28
年
ま
で
に
蚕
糸
跡
地
に
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
作
る

計
画
は
あ
る
が
、
果
た
し
て
本
当
に

で
き
る
か
不
確
定
で
あ
る
。
そ
の
間

生
涯
学
習
は
ど
こ
で
進
め
る
の
か
。

停
滞
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

町
長
は「
若
い
人
は
集
ま
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
た
が
、
集
め
る
工
夫
を
す

る
の
が
行
政
で
は
な
い
か
。
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
社
会
参
加
が
で
き
る

中
央
公
民
館
を
核
と
し
た
環
境
づ
く

り
を
す
べ
き
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

プ
ー
ル
は
魅
力
あ
る
も
の
を
望
む
。

　

町
財
政
の
視
点
か
ら
、
解
体
費
用

６
，
4
0
0
万
円
と
、
耐
震
化
等

の
改
修
に
１
億
数
千
万
円
を
要
す
る

こ
と
。
屋
内
プ
ー
ル
建
設
は
、「
子

ど
も
元
気
復
活
交
付
金
」
７
億
円
の

活
用
に
よ
り
、
長
年
の
計
画
実
現
の

機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
中
央
公
民
館

を
解
体
し
、
屋
内
プ
ー
ル
と
屋
内
運

動
施
設
の
建
設
に
踏
み
切
る
べ
き
と

考
え
、
本
提
案
の
決
議
に
反
対
す
る
。

　

中
央
公
民
館
解
体
問
題
に
つ
い
て

は
、
町
よ
り
具
体
的
な
中
央
公
民
館

の
方
向
性
を
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、
公

民
館
を
解
体
し
、
跡
地
へ
の
屋
内

プ
ー
ル
建
設
に
は
容
認
で
き
な
い
。

こ
の
震
災
に
耐
え
抜
い
た
貴
重
な
施

設
で
も
あ
り
、
震
災
後
だ
か
ら
こ
そ

安
価
で
早
急
に
改
修
し
、
中
央
公
民

館
を
核
と
し
た
積
極
的
な
展
開
を
図

る
こ
と
こ
そ
、町
民
に
と
っ
て
の「
心

の
復
興
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。
屋
内
プ
ー
ル
は
多
く
の
町
民
の

意
向
を
反
映
さ
せ
、
維
持
費
、
運
営

等
を
十
分
検
討
の
上
、
対
応
を
願
う

も
の
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

　

必
要
性
は
も
っ
と
も
だ
が
、
確
実

な
交
付
金
を
活
用
し
て
町
民
に
希
望

を
与
え
る
環
境
創
造
は
、
町
が
今
心

萎
え
て
い
る
町
民
に
な
す
べ
き
事
だ
。

更
に
、
今
後
小
学
校
統
合
問
題
等
々

厳
し
い
現
実
に
直
面
す
る
。
変
則
的

な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
現
存
の
公
共

施
設
を
縮
減
し
、
先
を
見
据
え
た
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
し
、
町
民
に

と
っ
て
何
が
効
果
的
か
、
ど
う
影
響

を
及
ぼ
す
の
か
、
ト
ー
タ
ル
的
に
着

目
し
、
子
育
て
環
境
を
整
え
、
生
涯

学
習
も
視
野
に
地
域
の
復
興
・
再
生

を
加
速
す
る
こ
と
が
一
番
だ
。
よ
っ

て
速
や
か
に
解
体
し
事
業
を
推
進
す

べ
き
だ
。

　

震
災
で
の
中
央
公
民
館
の
被
害
は

一
部
損
壊
で
あ
り
、
当
初
耐
震
改
修

工
事
を
以
て
再
開
の
計
画
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
町
か
ら
解
体
と
の
提
案
が
示

さ
れ
、
議
会
は
現
地
視
察
を
行
い
改

修
に
て
十
分
使
用
で
き
る
と
の
意
見

の
見
解
を
み
た
。
中
央
公
民
館
は
町

の
文
化
事
業
や
町
民
の
教
養
、
健
康

増
進
な
ど
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と

考
え
る
。
解
体
後
の
新
た
な
施
設
の

具
体
的
構
想
も
未
定
、
一
日
も
早
く

生
涯
学
習
機
能
を
回
復
し
町
民
福
祉

向
上
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か

ら
賛
成
で
あ
る
。
温
水
プ
ー
ル
は
維

持
管
理
費
を
十
分
検
討
し
た
上
で
推

進
願
う
。

　

今
後
の
中
央
公
民
館
の
あ
り
方
、

社
会
教
育
の
進
め
方
に
関
し
て
は
十

分
に
検
討
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
し
っ
か
り
と
し
た
施
設

を
考
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
子

ど
も
元
気
復
活
交
付
金
申
請
に
間
に

合
う
適
地
と
し
て
中
央
公
民
館
を
解

体
す
る
以
外
に
な
い
と
考
え
る
。
今

後
の
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
方
向

性
を
踏
ま
え
た
中
で
、
使
い
や
す
い

町
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
早
急
に
建

設
す
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
今
回

の
決
議
に
は
反
対
の
立
場
を
と
る
も

の
で
す
。

　

議
会
と
し
て
現
地
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
充
分
活
用
で
き
る
と
判
断
。

今
後
、
公
施
設
に
関
し
て
は
財
政
計

画
に
基
づ
い
た
管
理
を
図
り
、
い
か

に
長
寿
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
町

民
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
る
。
ま
た
、
蚕
糸
跡
地
へ
の
公
民

館
機
能
を
付
加
し
た
多
目
的
集
会
施

設
建
設
計
画
は
、
財
源
確
保
等
は
不

確
定
で
あ
り
、
そ
の
計
画
着
手
に

至
っ
て
い
な
い
た
め
、
中
央
公
民
館

機
能
に
長
期
間
の
ブ
ラ
ン
ク
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
決
議
案
に

つ
い
て
賛
成
と
す
る
。

　

決
議
案
に
対
し
て
、
賛
成
の
立
場

で
討
論
い
た
し
ま
す
。
中
央
公
民
館

は
当
初
町
当
局
の
方
針
は
耐
震
化
改

修
工
事
の
実
施
で
あ
っ
た
。
大
震
災

に
よ
る
被
害
は
一
部
損
壊
的
な
も
の

で
あ
り
、
耐
震
改
修
工
事
等
に
よ
っ

て
当
分
の
間
は
、
十
分
に
再
利
用
に

耐
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

解
体
か
ら
改
修
へ
と
方
針
の
転
換
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。
地
区
公
民
館
だ

け
で
は
、
核
と
な
る
中
央
公
民
館
の

役
割
が
果
せ
ず
、
生
涯
学
習
活
動
へ

の
町
民
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
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賛成 中央公民館解体問題及び屋内プール建設に関する決議
　公民館は多様な学習機会や集会の場の提供など、地域における住民の学習需要に総合的に応える社会教育
施設である。また、地域住民の日常生活に最も身近な生涯学習のための施設として、その役割を果たすこと
が求められている。特に市町村における中央公民館は、単に学習機会や集会の場を提供するだけでなく、生
涯学習社会実現のため、中心的な役割を果たしていくことが求められている。
　ところが本日示された町方針によれば、中央公民館を解体し、その跡地に子ども元気復活交付金による屋
内プールを建設するとのことである。この方針を決めるにあたり、建設候補地として考えられる第一体育館
跡地及び、ふれあい公園等の検討はされなかった。
　本議会は屋内プール建設による維持管理費等が、過大な財政負担とならないのであれば、これに肯定的評
価をする。しかし、屋内プール建設のため中央公民館を解体するという方針は、中央公民館を長期にわたり
閉館に追いやるものでこれには賛成できない。
　「桑折町総合計画」でうたっている通り、中央公民館への当初方針は「耐震化改修工事」の実施であった。
これは大震災による影響が一部損壊的なものであり、耐震化改修工事等により当分の間、使用に耐えられる
との判断に町当局が立ったもので、当然の措置であった。
　屋内プール建設方針も同計画に掲げていたものである。よって屋内プール建設のために、中央公民館を解
体しなければならない理由はどこにも存在しない。
　福島蚕糸跡地に計画中の多目的集会施設建設の主たる財源は、まちづくり交付金であるが、その財源確保
は今後の課題であって確定したものではない。また、７月 26日の議会全員協議会の質疑のなかで、まちづ
くり交付金確保に不安があること、場合によっては全額町負担で対処する旨の答弁も行われた。
　このように多目的集会施設建設の見通しが不確定な状況下にあって、中央公民館解体を先行させる施策に
は道理がなく、町民の理解を得られるものではない。
　本会議は中央公民館解体方針が示された直後（昨年９月）から、「改修も検討すること」を申し入れる等し
てきたが、あらためて下記事項を提言するものである。

記
１ 、生涯学習社会の実現及び、中央公民館の果たすべき役割を、教育行政はもちろん、町行政全体のなかで
正しく位置づけ対処されたい。

２ 、中央公民館解体跡地に屋内プールを建設する方針は撤回し、すみやかに耐震化改修工事等を実施し、中
央公民館を１日も早くオープンされたい。

３ 、屋内プールの建設は中央公民館を解体した跡地ではなく、他に適地を確保のうえ対処されたい。なお建
設に際し維持管理費等については十分に検討されたい。

　　以上、決議する
　平成 25年８月 22日

桑折町議会

第８回

8/22

決
議
に
対
す
る
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議会活動状況報告　平成25年 6月定例会以降

年 月 日 活　動　状　況
25 6 18 全員協議会

定例会本会議

震災復興調査特別委員会

各常任委員会

19 全員協議会

定例会本会議

20 全員協議会

定例会本会議

21 震災復興調査特別委員会

24 全員協議会

定例会本会議

震災復興調査特別委員会

25 例月出納検査

7 1 町村議会広報研修会及び広報クリニック

2 広報委員会

8 広報委員会

10 全員協議会

12 広報委員会

伊達郡各町議会議長・副議長及び事務局長会議

伊達郡振興懇談会

16 東京電力福島第一原発、浪江町視察

17 広報委員会

23 伊達地方消防組合議会全員協議会

伊達地方消防組合議会第１回臨時会

24 例月出納検査

25 伊達郡町議会議員大会

26 全員協議会

29 全員協議会

震災復興調査特別委員会

8 6 広報委員会

13 議会運営委員会

19 定期監査・決算審査

広報委員会

20 定期監査・決算審査

21 定期監査・決算審査

22 議会運営委員会

年 月 日 活　動　状　況
25 8 22 全員協議会

第８回議会臨時会

定期監査・決算審査

26 定期監査・決算審査

27 定期監査・決算審査

28 町村議会正副議長・事務局長研修会

伊達郡振興懇談会

伊達地方消防組合消防先進地調査

29 例月出納検査

福島地方水道用水供給企業団議会定例会

定期監査概況報告

伊達地方消防組合消防先進地調査

30 議会運営委員会

9 2 総務文教厚生常任委員会

3 公立藤田病院組合議会先進病院調査

4 公立藤田病院組合議会先進病院調査

5 震災復興調査特別委員会

産業建設水道常任委員会

9 議会運営委員会

17 全員協議会

定例会本会議

18 全員協議会

定例会本会議

19 全員協議会

定例会本会議

震災復興調査特別委員会

各常任委員会

20 全員協議会

定例会本会議

24 全員協議会

定例会本会議

26 全員協議会

定例会本会議

27 全員協議会

定例会本会議

意　見　書

道州制導入に断固反対する意見書

　我々町村議会は、平成 20 年以来、町村議会議長全国大会に
おいて、その総意により、「住民自治の推進に逆行する道州制
は行わないこと。」を決定し、本年４月 15 日には、全国町村
議会議長会が「町村や国民に対して丁寧な説明や真摯な議論も
ないまま、道州制の導入が決定したかのごとき法案が提出され
ようとしていることは誠に遺憾である」とする緊急声明を行っ
た。さらに、７月 18日には、「道州制は絶対に導入しないこと。」
とする要望を決定し、政府・国会に対し、要請したきたところ
である。
　しかしながら、与党においては、道州制導入を目指す法案の
国会への提出の動きが依然としてみられ、また、野党の一部に
おいては、既に「道州制への移行のための改革基本法案」を第
183 回国会へ提出し、衆議院内閣委員会において閉会中審査と
なっているなど、我々の要請を無視するかの動きを見せている。
　これらの法案は、道州制導入後の国の具体的なかたちを示さ
ないまま、期限を区切った導入ありきの内容となっており、事
務権限の受け皿という名目のもと、ほとんどの町村においては、
事実上の合併を余儀なくされるおそれが高いうえ、道州はもと
より再編された「基礎自治体」は、現在の市町村や都道府県に
比べ、住民と行政との距離が格段に遠くなり、住民自治が衰退
してしまうことは明らかである。
　町村は、これまで国民の生活を支えるため、食料提供、水源
涵養、国土保全に努め、伝統・文化を守り、自然を生かした地
場産業を創出し、住民とともに個性あるまちづくりを進めてき
た。それにもかかわらず、効率性や経済性を優先し、地域の伝
統や文化、郷土意識を無視してつくり上げる大規模な団体は、
住民を置き去りにするものであり、到底地方自治体と呼べるも
のではない。多様な自治体の存在を認め、個々の自治体の活力
を高めることが、ひいては、全体としての国力の増強につなが
るものであると確信している。
　よって、我々桑折町議会は、道州制の導入に断固反対する。
　以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　平成 25年９月 27日

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　内閣官房長官　総務大臣　宛

福島県伊達郡桑折町議会

東京電力福島第一原子力発電所における汚染水流出の

徹底対策と収束宣言の撤回を求める意見書

　東京電力はこれまで、汚染水の海への流出を「判断できない」

としてきたが、７月 22 日、福島第一原子力発電所で放射性物

質を含む地下水が海に流出していることを初めて認めた。地下

水の汚染が発覚して以来、東京電力は凍土壁による汚染水の海

への流出対策など講じ、地下水を原子炉建屋及びタービン建屋

以前で防ぐため、地下水バイパス工事を施し汚染される前の地

下水を海に流す計画を提示してきたが、今度は敷地内に貯蔵し

てある簡易タンクから汚染水漏洩の事実が次々と発覚した。

　事故から２年半が経過するが、福島第一原子力発電所敷地内

では毎日 1,000 トンもの地下水が流れ込み、一日推計 300 トン

の汚染水が海洋に流出するという深刻な事態になっている。

　このような事態により、我々被災者を大きな不安と恐怖に陥

れていることは甚だ遺憾であり、改善しつつあった風評被害の

再燃が懸念されるなど、献上桃 20 年目を迎えた本町にあって

は特に深い憤りを感じざるを得ない。今回の汚染水の海への流

出及び判断の遅れを含め、これまで東京電力が繰り返し行って

きたトラブルへの場当たり的な対応や情報公開の遅れなど、反

省の色が全く見られないばかりか、原子力発電事故の当事者と

しての誠意と責任が感じられず、東京電力への不信感は増すば

かりであり、今後、東京電力が自助努力によって信頼を回復し、

不安を払拭することは極めて困難であると言わざるを得ない。

　よって政府においては、汚染水対策を国際公約した以上、東

京電力福島第一原子力発電所における事故収束に向けた取り組

みについて、自ら先頭に立って現場を指揮することとし、全て

のデータを把握・管理・評価、かつ公表するとともに、収束宣

言を撤回して危機管理を政府が直轄するよう強く求める。

　以上、地方自治法第 99条規定により意見書を提出する。

　平成 25年 9月 27日

内閣総理大臣　経済産業大臣　復興大臣　宛

福島県伊達郡桑折町議会
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現
在
、
私
は
町
の
仮
設
住
宅
に
住

居
を
構
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
事

で
、
議
会
を
傍
聴
す
る
事
が
公
営
住

宅
の
進
捗
状
況
を
知
る
事
だ
と
思
い
、

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
に
し
た
。
結

果
、
桑
折
町
に
も
御
多
分
に
漏
れ
ず
、

多
く
の
問
題
や
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
案
件
が
あ
る
事
は
承
知
し
て

い
た
が
、
ま
さ
に
そ
れ
を
目
の
当
た

り
に
す
る
事
に
な
っ
た
。

　

数
多
く
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
は

ス
ム
ー
ズ
に
は
進
行
せ
ず
、
審
議
が

止
ま
る
事
も
多
々
あ
り
、
制
限
時
間

内
で
終
え
る
事
が
出
来
た
の
は
少
な

か
っ
た
印
象
が
あ
る
。「
時
間
が
も
っ

た
い
な
い
。」「
町
民
の
将
来
を
思
っ

て
議
会
に
臨
ん
で
い
る
の
か
。」
正

直
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
持
っ
た
。

　

議
員
１
人
の
質
問
の
数
が
多
す
ぎ

る
。
内
容
を
絞
っ
て
徹
底
的
に
審
議

す
べ
き
で
あ
る
。
行
政
の
方
も
し
っ

か
り
と
答
弁
出
来
る
内
容
の
資
料
、

答
弁
書
等
を
持
っ
て
臨
め
ば
、
町
長

は
じ
め
有
能
な
議
員
、
担
当
職
員
の

多
い
我
が
町
の
未
来
は
…
。

桑
折　

濱
田　

謙
一

傍
聴
雑
感

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
を
傍
聴

し
た
。
簡
単
な
手
続
き
を
済
ま
せ

伝
統
と
歴
史
の
あ
る
議
場
に
入
っ

た
。
定
刻
に
な
り
最
後
の
質
問
者
が

登
壇
し
、
貴
重
な
調
査
資
料
を
駆
使

し
て
、
筋
道
を
た
て
て
分
か
り
易
く

質
問
が
始
ま
り
、
続
い
て
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。
町
当
局
か
ら
の
応
答

は
、
口
頭
だ
け
で
行
わ
れ
た
の
で
、

傍
聴
者
に
と
っ
て
は
、
分
か
り
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
中
央
公
民
館

の
「
改
修
」
か
「
解
体
」
か
に
つ
い

て
の
質
疑
応
答
の
さ
な
か
、
傍
聴
者

の
１
人
が
、「
議
会
軽
視
で
は
な
い

か
」
と
さ
さ
や
い
た
。
せ
め
て
、
町

当
局
か
ら
の
応
答
が
、
広
報
こ
お
り

に
掲
載
さ
れ
た
「
屋
内
プ
ー
ル
等
施

設
の
整
備
」
な
ど
の
関
係
資
料
を
傍

聴
者
に
配
ら
れ
て
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
推
し
量
ら
れ

て
、
あ
の
よ
う
な
さ
さ
や
き
が
聞
か

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
後
も
、
ク
ー
ル
に
議

論
が
進
め
ら
れ
た
が
、
双
方
に
歩
み

寄
り
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
、
問

題
に
な
っ
て
い
る
中
央
公
民
館
や
屋

内
プ
ー
ル
は
、
町
民
み
な
さ
ん
の
た

め
の
も
の
だ
。
ど
う
ぞ
、
町
当
局
に

お
か
れ
て
は
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の

施
設
整
備
に
関
す
る
基
本
構
想
等
を

し
っ
か
り
と
練
り
上
げ
て
、
ま
た
、

議
員
各
位
は
、
こ
れ
ら
を
厳
し
く
精

査
し
、
お
互
い
に
譲
り
合
っ
て
、
早

急
に
、
懸
案
解
決
の
糸
口
を
見
付
け

て
ほ
し
い
と
思
う
。
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秋
号
か
ら
４
名
が
担
当
し
ま
す
。

桑
折
町
議
会
の
伝
統
で
あ
る
「
議
員

自
ら
が
編
集
す
る
議
会
だ
よ
り
」
を

守
り
な
が
ら
、
常
に
読
む
人
を
第
一

に
〝
知
り
た
い
こ
と
は
何
か
〞
を
考

え
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
わ
か
り
や
す
く

発
行
し
て
い
き
ま
す
。

委

員

長　

川 

名　

静 

子

副
委
員
長　

羽
根
田
八
千
代

　
　
　

委　
　

員　

斎 

藤　

松 

夫

　
　
　
　
　

佐 

藤　

榮 

三

　

 

広
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魅
力
あ
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

議会報告・議会報告・
　意見交換会　意見交換会

開催開催

平成25年度

第２回

　　　・多くの皆さんの意見をお聴かせ下さい。

　　　・当日各議員の意見を集約した資料をお配り致します。

ぜひおいで下さい。お待ちしております。

11／1（金）
 PM 6：30 ～ 9：00

やすらぎ園日時 場所


